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八
月
十
一
・
十
二
日

㌧
．
｝
．
5
　
『
　
．
レ
P
．
・
．
ひ
．
甲
9
・
　
．
　
　
・

　
八
月
十
一
日
（
火
）
か
ら
福
祉
年

金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
指
定
郵
便
局

で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
金
受
取
後
は
、
所

得
等
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
福
祉

年
金
証
書
を
左
表
で
指
定
さ
れ
た
場

所
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
ま
た
は
代
理
人

福
祉
年
金
証
書
と
福
祉
年
金
証
書

に
押
印
し
た
印
鑑

　
当
日
は
係
員
が
出
向
い
て
い
ま
す
。

そ
の
日
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
八

月
十
三
日
以
後
福
祉
年
金
の
支
払
い

を
受
け
、
福
祉
年
金
証
書
と
印
鑑
を

市
民
生
活
課
年
金
係
に
お
届
け
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
金
証
書
を
年
金
係

に
提
出
し
な
い
と
次
期
（
五
十
六
年

十
一
月
、
五
十
七
年
四
月
、
五
十
七
年

八
月
支
払
い
分
）
の
支
給
が
ヌ
ト
ッ

プ
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
不
明
の
点
は
、
市
民
生
活
課
年
金

係
（
壼
七
ー
三
一
二
番
内
線
二
一

九
）
へ
。

期
　
　
日

年
金
支
払
い
場
所

年
金
証
書
提
出
場
所

8
月
11
日
㈹

午
前
9
時

～
午
後
3
時

十
日
町
郵
便
局
十
　
　
日
　
町
　
　
郵
　
　
便
　
　
局

（
市
民
生
活
課
年
金
係
員
）

＋
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係
窓
口

8
月
1
2
日
困

午
前
9
時

～
午
後
3
時

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

土
市
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局
魚
沼
中
条
郵
便
局

下
　
条
　
郵
　
便
　
局

下
条
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局
魚
沼
吉
田
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
傾
局

越
後
水
沢
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易

郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局
新
水
簡
易
郵
便
局

新
水
農
協

主
任
に

六
　
箇
　
郵
　
便
　
局

六
箇
地
区
公
民
館
俵
山
に

※
例
年
、
午
前
中
は
混
み
合
い
ま
す
が
、
午
後
か
ら
は
比
較
的
す
い
て
い

　
ま
す
。

※
複
写
の
福
祉
年
金
請
求
書
は

　
だ
さ
い
。

、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
も
ち
く

　
七
月
十
日
号
の

市
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
下
水
道

排
水
設
備
等
工
事

責
任
技
術
者
等
の

登
録
申
請
期
間
は

七
月
三
十
｝
日
ま

で
で
す
。

　
登
録
申
請
が
お

済
み
に
な
っ
て
お

ら
れ
な
い
か
た
は
、

期
間
中
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
期
間
を
経
過
し

た
場
合
は
、
登
録
資
格
が
無
効
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
責
任
技
術
者
等
の

証
票
は
、
八
月
十
七
日
か
ら
八
月
二

十
一
日
の
間
に
交
付
し
ま
す
の
で
、

印
鑑
持
参
の
う
え
、
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
交
通
安
全
連
絡

　
協
議
会
長
表
彰

O
交
通
安
全
優
良
校

　
馬
場
小
学
校

O
交
通
安
全
優
良
事
業
所
団
体

　
下
条
地
区
交
通
安
全
自
治
会

O
交
通
安
全
作
文
ポ
ス
タ
ー
入
選
者

　
作
文
（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
秀
賞
　
村
山
千
賀
子
（
東
小
六
年
）

　
ポ
ス
タ
ー
（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
秀
賞
　
中
沢
英
樹
（
東
小
二
年
）

ー
七
月
二
十
四
日
、
県
民
会
館
で

行
わ
れ
た
、
交
通
安
全
宣
言
十
九
周

年
記
念
大
会
で
受
彰
ー

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
六
日
（
木
）
、
午
前
九
時
～
午

後
一
時
ま
で
、
新
座
第
］
、
第
二
の
各

『
部
▼
八
月
十
一
日
（
火
）
、
午
前
九

時
～
午
後
『
時
ま
で
、
高
田
町
三
丁

目
南
、
桜
木
町
、
美
雪
町
三
丁
目
、

寿
町
三
丁
目
、
寿
町
四
丁
目
、
昭
和

町
一
丁
目
の
各
一
部
、
栄
町
　
▼
八

月
十
二
日
（
水
）
、
午
前
九
時
半
～

午
後
一
時
半
ま
で
、
東
枯
木
又
、
西

枯
木
又
　
▼
八
月
十
八
日
（
火
）
、

午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
、
高
山

第
二
、
第
三
、
第
四
、
春
日
町
一
丁

目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
、
錦
町
山
丁

目
、
二
丁
目
の
各
一
部

住
宅
金
融
公
庫

　
　
住
宅
資
金

　
申
込
み
受
け
付
け
中

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
申
込
み
受
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
八
月
十
二
日
ま
で

選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

り
行
い
ま
す
。

融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
㎡
以
上
）

の
場
合
四
百
十
万
円
～
四
百
三
十
万

円
。
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
V
な
ど

が
同
居
す
る
場
合
五
十
万
円
～
百
五

十
万
円
の
融
資
額
の
割
増
し
制
度
が

あ
り
ま
す
。

利
率
　
年
五
・
五
％

返
済
期
間
　
木
造
の
場
合
二
十
五
年

以
内

申
込
場
所
　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
と
表
示
し
た
金
融
機
関
へ

8
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

備
考

3
歳
児
検
診

8
月
12
日

　
（
水
）

午
後
1
時
15
分

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
2
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
2
1
日

　
（
金
）

午
後
1
時
1
5
分

～
2
時

茄
年
2
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
児

児
　
学
　
級

8
月
2
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

56
年
3
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

8
月
2
4
日

　
（
月
V

午
後
1
時

～
3
時

茄
年
1
0
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

お
願
い
諭
欝
謝
鶏
篶
鰹
翻
鶉
櫛
雛
み
が
い
て
来
て
下
さ
い
。

2
日

…
9
日

…
1
6
日

30　23
日　　日

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
…

　
　
8
8
の
2
0
3
9
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
8
2
の
3
2
7
6
番

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

　
8
2
の
2
5
8
1
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
8
2
の
2
1
7
4
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
8
2
の
3
2
6
9
番

献血車日程
8月4日㈹　十日町市役所前

8月5日困　中条病院前

8月6日㈱　下条公民館前

時間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

むし歯のないよい子
　　　　　（7月までの分）

住　　所 氏　　名 保護者

新座第3 後藤　雄司 弘成

新座第4 重野　　裕 幸平

学校町2 島田　幸恵 国則

高田町5 霜垣美奈子 正史

峠 橘沢　志乃 政二

水沢第3 丸山　鋭治 勝重

本町2丁目 滝沢　　梢 明

丸　山　町 根津　妙子 道夫

山　　　際 田村　美保 利春

北　　　原 佐藤　直人 保

宇田ケ沢 桜井　　健 守

O
－

・
・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
○

　
　
鮎

　
　
赫

8老5
　　口70号口

編集／十日町市役所総務部総務課企画広報係（電話㈹7－3111番）発行／毎月25日

国
民
年
金
移
動
相
談
所
を
開
設

　
国
民
年
金
制
度
は
、
た
び
重
な
る

改
善
に
よ
っ
て
年
金
額
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
現
在
で
は
頼
り
が
い

の
あ
る
年
金
と
し
て
益
々
期
待
と
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係
で
は
、

無
年
金
者
解
消
を
め
ざ
し
て
、
市
内

十
一
ヵ
所
で
移
動
年
金
相
談
所
を
開

設
し
、
国
民
年
金
や
各
種
年
金
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間

（
十
・
十
一
月
）
に
先
だ
ち
長
岡
社
会

保
険
事
務
所
と
共
催
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
国
民
年
金
に
関
す
る
質
問
、

相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
近
く
の
会
場
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
な
お
九
月
一
日
（
火
）
の
市

役
所
会
場
で
は
、
国
民
年
金
の
ほ
か

厚
生
年
金
関
係
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
そ
の
他
の
会
場
で
は
、
当
日
保

険
料
を
未
納
さ
れ
て
い
る
か
た
の
集

合
徴
収
も
行
い
ま
す
の
で
、
未
納
さ

れ
て
い
る
人
は
、
現
金
持
参
の
う
え

是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
長
期
未
納
者
の
訪
問
徴
収
も

行
い
ま
す
．

　
今
後
も
移
動
年
金
相
談
所
の
開
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
相
談
所
の
開

設
を
希
望
さ
れ
る
地
区
が
あ
り
ま
し

た
ら
市
民
生
活
課
年
金
係
（
鱈
七
1

一
三
一
】
番
内
線
二
一
八
）
へ
。

こ
　
な
　
は
　
談

♪
ん
＞
人
＞
相
＞
に
＼

●
現
在
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

て
い
な
い
人

●
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
り
し
て
資
格
期
間
が
足
り

る
か
ど
う
か
疑
問
の
あ
る
人

●
年
金
手
帳
が
な
い
人

●
そ
の
ほ
か
、
国
民
年
金
に
関
す
る

質
問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人

　
相
談
に
は
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
職

歴
の
メ
モ
（
会
社
名
、
従
事
年
月
目

を
書
い
た
も
の
な
ど
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

毎
月
十
五
日
は
ー

　
国
民
年
金
定
例
相
談
日

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
林
業
、
自

営
業
者
な
ど
会
社
員
や
公
務
員
な
ど

を
除
い
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
加
入
し

て
い
る
わ
が
国
で
一
番
大
き
な
年
金

　

1移動齪と謬る47
し

を　9月1日就業改警センター（北鐙坂）

　
第
二
回
目
の
移
動
市
民
と
語
る
日
は
北
鐙

坂
の
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
地

域
の
課
題
や
日
頃
考
え
て
い
る
ご
意
見
を
気

軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
問
い
合
せ
と
ご

連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
⊥
三

二
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

f
十
月
一
日
の
会
場
は
下
条
地
区
公
民
館

で
す
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

時

禽

　　　　　　　　麟　　　　蕪　　鑛撫

期

日

9
月
1
日
㈹

9
月
2
日
因

9
月
3
日
困

9
月
4
日
樹

9
月
7
日
月

間

午
前
1
0
時

～
午
後
3
時

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

午
前
9
時

～
午
前
1
0
時
半

午
後
1
時

～
午
後
2
時
半

会

場

市
役
所
市
民
相
談
室

大
　
井
　
田
　
公
　
民
　
館

中
　
条
　
　
公
　
　
民
　
　
館

羽
　
根
　
川

荘
（
六
箇
）

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
（
蓋
躯

川
治
集
落
セ
ン
タ

城
之
古
消

費
組
合

市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ

博

物

館

水
　
沢
　
出
　
　
張
　
所

野
　
中
　
　
小

学
　
　
校

備

考

※9月1日の市役所会場では、長岡

社会保険事務所と共催で、厚生年金

の相談にもお答えします。

N
彫

　
　
　
　
　
＼

照

、
　
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
を

十
分
理
解
し
な
い
た
め
、
ま
だ
任
意

加
入
し
な
い
人
や
加
入
し
た
け
れ
ど

も
も
っ
と
制
度
や
内
容
を
く
わ
し
く

知
り
た
い
と
か
、
手
続
き
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
市
民
生
活
課
年
金
係

　
　
秋
季
消

　
つ
レ
九

　
で
イ
ま

　
区
サ
し

　
地
　
、
せ

　
各
は
ら

　
、
日
知

　
が
当
お

　
習
　
。
で

　
演
す
の

　
防
ま
す

　
消
れ
ま

　
季
さ
し

　
秋
施
ら

　
の
実
鳴

　
団
で
を

　
防
程
鐘

　
消
日
半

　
市
の
　
、

　
　
ぎ
ン

午後3時～7

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
な
お
一
層

国
民
年
金
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
窓
口
相
談
の
ほ
か

毎
月
十
五
日
を
国
民
年
金
定
例
相
談

日
と
定
め
ま
し
た
。
移
動
相
談
所
等

に
お
い
で
い
た
だ
け
な
い
か
た
は
、

こ
の
相
談
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

防
演
習
を
実
施

地区　名 日　　時 場　所

下条

（第13、14分団）

8月30日

午前8：30～

下条小、中

グラウンド

中条

（第5、6、7分団）

9月6日
午前9：00～

中条小学校

六箇

　（第8分団）

9月6日
午前8：00～

六箇小学校

水沢

（第15、16、17分団）

9月6日
午前8：30～

野中小学校

十口町、十日
町山地、川治
（警、本、1、2、3、

4、10分団）

10月11日

　時間未定
会場未定

吉田

（第11、12分団）

10月18日

午前8：30～
吉田中学校

＼
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襲
き
M
糞
　
雨
蝦
蕗
一

　
　
　
　
　
　
　
梅
蒸
、
裟
蕪
擦

．
勝
配
奥
魯
　
慕
』
　
　
　
《

　
　
　
　
　
肉

　
　
　
　
　
　
”
露
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

㌦
讐
・
　
　
　
　
　
　
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
ぎ

籔箔

　
　
　
　
鷲
、

驚
噛
竪
藁

　一8月1日　身障者・ボランティアとの市民と語る日に出された要望に一

㎜
　
八
月
一
日
に
身
障
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
「
市
民
と
語
る
日
」
　
㎜

㎜
が
行
わ
れ
、
多
く
の
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
市
で
は
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
か
た
に
は
、
出
さ
れ
た
問
題
の
｝
っ
㎜

㎜
一
つ
に
対
し
て
文
書
で
回
答
い
た
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
㎜

㎜
障
害
者
問
題
を
理
解
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
回
答
の
全
文
を
掲
㎜

㎜
載
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
市
に
手
話
通
訳
者
の
配
置
・
市
の
行
事
を

　
手
話
通
訳
・
み
の
わ
の
里
に
記
念
晶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
総
務
部
関
係
1

要
望
　
軽
自
動
車
の
減
免
手
続
き
を

一
回
す
れ
ば
、
毎
年
、
継
続
し
て
減

免
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

回
答
　
市
条
例
の
趣
旨
は
、
毎
年
申

請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
申
し
出
を
い
た
だ
い
た

場
合
、
一
回
の
申
請
で
毎
年
減
免
で

き
る
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
ゆ
き
ま
す
の
で
．
こ
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
車
種
等
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
早
目
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。

要
望
　
市
民
が
入
所
し
て
い
る
福
祉

施
設
に
市
報
を
送
っ
て
欲
し
い

回
答
　
市
民
が
入
所
し
て
い
る
す
べ

て
の
福
祉
施
設
に
八
月
十
日
号
か
ら

送
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

要
望
　
福
祉
事
務
所
に
手
話
通
訳
者

を
お
い
て
ほ
し
い

回
答
　
福
祉
事
務
所
の
職
員
の
中
か

ら
、
手
話
通
訳
が
で
き
る
よ
う
養
成

し
て
ゆ
き
ま
す
。
現
在
四
名
が
講
習

を
受
講
中
で
す
が
、
今
後
と
も
養
成

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
　
市
の
行
事
に
手
話
通
訳
者
を

つ
け
て
ほ
し
い

回
答
　
す
べ
て
の
市
行
事
に
つ
け
る

わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
が
、
不
特
定

多
数
の
人
が
集
ま
る
市
行
事
に
は
、

で
き
る
だ
け
手
話
通
訳
者
を
つ
け
る

よ
う
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

要
望
　
福
祉
に
専
門
的
な
知
識
を
も

っ
た
人
が
地
元
に
雇
用
先
が
な
い
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か

回
答
　
非
常
に
む
ず
か
し
い
問
題
で

す
が
、
今
後
、
福
祉
施
設
新
設
の
際

に
は
、
十
分
配
慮
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

要
望
　
み
の
わ
の
里
に
記
念
品
か
記

念
樹
を
贈
っ
て
ほ
し
い

回
答
　
み
の
わ
の
里
の
管
理
者
と
早

速
相
談
し
て
、
ご
希
望
に
そ
え
る
よ

う
努
め
ま
す
。

体
育
館
の
開
放
・
特
殊
学
級
の
増
設
・
青

年
学
級
に
特
殊
学
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
教
育
関
係
ー

要
望
　
障
害
者
の
体
育
活
動
の
た
め

に
、
体
育
館
を
障
害
者
に
開
放
す
る

日
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
同
時

に
体
育
指
導
者
が
欲
し
い
。

回
答
　
体
育
館
の
昼
間
開
放
は
で
き

ま
す
。
参
加
の
対
象
層
、
障
害
の
程

度
な
ど
に
つ
い
て
活
動
内
容
を
十
分

検
討
し
た
う
え
善
処
し
ま
す
。
実
施

す
る
場
合
、
隔
週
の
指
定
し
た
曜
日

の
午
後
（
二
時
～
四
時
）
に
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目
を
中
心
に
体
育

課
職
員
が
指
導
に
あ
た
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
参
加
者
数
、

回
数
の
増
加
に
伴
っ
て
、
体
育
指
導

員
等
の
応
援
も
考
え
て
い
ま
す
．

要
望
　
心
身
障
害
児
の
就
学
の
た
め

特
殊
学
級
を
増
設
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
現
在
小
学
校
六
校
（
学
級
種

別
で
は
精
薄
七
学
級
、
情
緒
一
学
級

言
語
一
学
級
）
に
、
中
学
校
四
校

（
精
薄
四
学
級
）
が
あ
り
、
新
増
設
は

県
の
基
準
人
数
等
で
無
理
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

身障者とボランティアの
交流もなごやかに…

要
望
　
聴
覚
障
害
者
で
教
育
を
受
け

て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
だ
が
、
教

育
を
受
け
な
い
と
自
分
の
カ
ラ
に
と

じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
の
で
、
教
育
を

受
け
る
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
就
学
学
齢
児
童
生
徒
は
、
盲

ろ
う
養
護
学
校
が
義
務
制
で
あ
り
、

就
学
猶
予
、
免
除
者
を
の
ぞ
い
て
は

適
切
な
学
校
で
教
育
を
受
け
て
い
ま

す
。要

望
　
養
護
学
校
な
ど
で
受
け
て
い

た
言
語
指
導
を
、
十
日
町
で
も
引
き

続
き
受
け
ら
れ
な
い
か

回
答
　
十
日
町
小
学
校
に
言
語
学
級

が
あ
り
、
通
学
可
能
で
す
か
ら
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
　
社
会
人
に
な
る
と
他
人
と
ふ

れ
合
う
機
会
が
少
な
い
の
で
、
青
年

学
級
の
特
殊
学
級
的
な
も
の
を
開
設

し
て
ほ
し
い

回
答
　
関
係
者
か
ら
具
体
的
な
要
望

を
聞
い
た
う
え
で
、
対
象
者
、
期
間
、

日
時
、
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

主
催
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
か
ど

う
か
決
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
促
進
・

晶
陳
列
を
し
な
い
で

要
望
　
障
害
者
の
雇
用
促
進
が
か
け

声
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
．
特
に
聴
覚

障
害
者
は
就
職
口
が
な
い
。
就
職
の

機
会
を
多
く
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
職
場
の
斡
旋
も
し
て
欲
し
い
。

回
答
　
障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
地
区
雇
用
協
議
会
や
雇
用
開

発
協
会
な
ど
を
通
じ
て
各
雇
用
主
に

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

積
極
的
に
お
願
い
を
し
ま
す
。
ま
た
聴

覚
障
害
者
な
ど
の
就
職
、
相
談
、
紹

介
、
斡
旋
に
つ
い
て
は
、
職
業
安
定

所
に
専
門
家
が
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
進
出
企
業
に
つ
い
て

も
、
聴
覚
障
害
者
の
雇
用
に
っ
い
て

職
業
安
定
所
を
通
じ
て
働
き
か
け
ま

す
。要

望
　
障
害
者
年
金
を
受
給
し
て
い

る
と
い
う
事
で
健
常
者
よ
り
低
賃
金

に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
の
人
た

ア
ー
ケ
ー
ド
に
商

ー
経
済
部
関
係
i

ち
か
ら
も
う
少
し
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
。

回
答
　
障
害
の
程
度
に
よ
り
健
常
者

よ
り
七
十
％
以
下
で
あ
れ
ば
賃
金
格

差
が
で
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
で
あ
れ

ば
一
般
健
常
者
と
同
一
で
す
の
で
、

具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
来

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雇
用
主
や
一

般
の
方
々
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
会
報
や
会
議
を
通
じ
て
P
R
し

ま
す
。

要
望
　
ア
ー
ケ
ー
ド
に
商
品
を
陳
列

し
て
お
く
店
が
あ
り
、
視
覚
障
害
者

が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
危

険
防
止
策
を
と
っ
て
ほ
し
い

回
答
　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
に
商
品
を

陳
列
す
る
事
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
店
の
敷
地
内
で
あ
れ
ば
や
む
を
得

ま
せ
ん
が
、
危
険
の
な
い
よ
う
に
各

商
店
街
を
指
導
し
ま
す
。
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タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
の
建
．
設
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
・
福
祉
バ
ス
の
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
市
民
部
関
係
　
1

要
望
　
補
装
具
交
付
の
際
、
医
師
の

意
見
書
の
文
書
料
の
取
扱
い
が
不
統

一
で
あ
る
。

回
答
　
医
師
の
意
見
書
が
必
要
な
の

は
、
は
じ
め
て
補
装
具
の
交
付
を
受

け
る
と
き
だ
け
で
す
。
不
統
一
の
点

は
関
係
機
関
を
通
じ
て
是
正
し
ま
す
。

要
望
　
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
の
建
設
を

回
答
　
昭
和
五
十
九
年
に
建
設
で
き

る
よ
う
県
に
計
画
申
請
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

要
望
　
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
除
雪

人
夫
を
手
配
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
障
害
者
全
体
の
問
題
と
し
て

検
討
し
ま
す
。

要
望
　
身
障
者
団
体
と
福
祉
事
務
所

甕

と
の
対
話
促
進
と
、
身
障
者
団
体
の

活
動
状
態
を
P
R
し
市
民
に
理
解
を

回
答
　
市
報
な
ど
を
通
じ
、
今
後
と

も
広
報
宣
伝
に
努
め
る
ほ
か
、
身
障

者
団
体
と
の
結
び
つ
き
も
強
化
し
て

ゆ
き
ま
す
。

要
望
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー

研
修
や
組
識
化
を

回
答
。
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

関
係
者
と
の
協
議
に
入
り
、
組
織
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー

研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
・
ー

の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ゆ
き

ま
す
。

要
望
　
豪
雪
時
の
各
種
施
設
通
所
の

た
め
の
配
車
を

回
答
　
除
雪
体
制
な
ど
と
の
関
連
も

あ
り
、
た
だ
ち
に
実
現
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。

要
望
　
福
祉
バ
ス
の
購
入
を

回
答
　
身
障
者
団
体
等
で
利
用
の
見

込
み
を
把
握
し
、
利
用
率
な
ど
を
調

査
の
う
え
そ
の
導
入
に
つ
い
て
研
究

し
ま
す
。

要
望
　
十
日
町
市
の
行
事
な
ど
の
八

ミ
リ
フ
イ
ル
ム
な
ど
の
貸
出
を

回
答
　
利
用
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
み
と
問

い
合
せ
は
社
会
福
祉
事
務
所
で
す
。

要
望
　
障
害
児
と
健
常
児
と
の
交
流

を
回
答
市
で
も
考
え
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
今
後
も
専
門
家
の
助
言
を
受

け
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

要
望
　
三
歳
児
検
診
の
際
、
保
健
婦

の
適
切
な
助
言
を

回
答
　
医
師
と
異
な
り
、
専
門
的
な

指
導
は
無
理
と
し
て
も
、
保
健
婦
と

し
て
の
助
言
は
適
切
に
す
る
よ
う
に

なにげなく

し
ま
す
。

要
望
　
施
設
入
所
者
の
一
時
帰
省
の

際
の
配
車
ま
た
は
費
用
助
成
を

回
答
　
県
外
施
設
入
所
者
（
重
度
障

害
者
）
に
つ
い
て
は
、
配
車
な
ど
す

で
に
実
行
し
て
い
ま
す
が
、
障
害
者
年

金
や
家
族
関
係
も
あ
り
、
全
て
の
か

た
に
配
車
や
助
成
を
す
る
こ
と
は
無

理
と
思
い
ま
す
。

要
望
　
保
護
者
の
疾
病
な
ど
の
際
、

一
時
的
な
保
護
の
場
を

回
答
　
各
種
施
設
で
一
時
保
護
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
介
護
人
派
遣
事

業
で
対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
望
　
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
障
害

者
収
容
施
設
の
充
実
を

回
答
　
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
に
つ

い
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
皆
さ
ん

と
相
談
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

要
望
　
聴
覚
障
害
者
に
対
し
て
、
車

の
運
転
者
に
理
解
を
求
め
る
P
R
を

回
答
　
運
転
マ
ナ
ー
の
改
善
に
つ
い

て
、
P
R
を
し
ま
す
が
、
聴
覚
障
害

者
自
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

要
望
各
種
行
事
参
加
の
際
、
車
で

の
送
迎
を

回
答
　
大
き
な
行
事
で
、
団
体
行
動

な
ど
の
場
合
に
は
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
個
人
的
な
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
援
助
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

要
望
　
バ
ス
に
乗
れ
な
い
人
の
た
め

タ
ク
シ
ー
の
割
引
き
助
成
を

回
答
　
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
他
市
の
例
な
ど
も
十
分
調
査
し

検
討
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

歩
道
の
ス
ロ
ー
プ
の
改
善
を

要
望
　
道
路
か
ら
歩
道
に
あ
が
る
と

こ
ろ
な
ど
道
路
の
ス
・
ー
プ
を
な
だ

ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
年
次
計
画
を
た
て
て
実
施
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
聡
！
紳
、

轟
灘
灘
耕
惣
や
蕉
．
、
、
簸
響

蕪
穂
羅
擁
蕪

雛簸幾

鞭
騨
蘇
羅
難
護
豫
鮭
麟

蒙
悪
灘
繭
購
罐
隅
鑛
難
、

嚢
　
ー
ー
　
轟
…
懸
裸

一
雛
騰
　
　
　
謹
　
襲
羅
灘
韓
獣
灘

叢雛嬢灘灘

鐵
驚

講
蓼
藻
欝
驚
墨
皿
霧
黛
灘
蹴
鍵
嚇
灘

　
羅
難
難
饗

嚢
愚
懸
懲
藝
灘
灘
饗
騰
灘
饗
欝
議

　なにげなく言った貴女のことばが

　どんな鋭いナイフより

　深く深く病む者の心を突きさすかを

　貴女はご存知ですか

　よく解るのです

　朝夕のあとかたずけに

　秋のとり入れの忙しさにいらだつ心も

　聞きたくなかった

　貴女のロから

　役立たず　のひと言は

　軽べつしたくない

　私の大切な人だから

　今すぐ行きたい　手助けに

　けれど

　手は　足は　身体は動いてくれない

　こがらしに舞うかれ葉のように

　あてもなくさまよう私の心を

　優しく包んでほしいから

　聞かなかったことにします

　なにげなく言った貴女の言葉が

　どんな鋭いナイフより

　病む者の心を深く突きさすかを

　貴女はご存知ですか

　もう言わないで下さい

　役立たず　の言葉は

（享諺響襟鴛曾灌1こ）

障
害
者
と
税
金

　
国
で
は
、
身
体
の
不
自
由
な
か
た

な
ど
社
会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場

に
あ
る
人
の
た
め
に
、
各
種
の
保
護

施
設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
初
め
、

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
税
金
面
で
も
所
得
税
や
相
続
税
に

障
害
者
控
除
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る
個
人
や

法
人
の
事
業
所
に
お
い
て
は
、
従
業

員
の
う
ち
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
を

二
十
五
％
以
上
雇
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
事
業
所
の
機
械
、
装
置
、

工
場
用
の
建
物
な
ど
の
減
価
償
却
費

に
つ
い
て
、
通
常
の
償
却
費
の
二
十

％
（
工
場
用
の
建
物
な
ど
は
二
十
七

％
）
の
割
増
償
却
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
更
に
、
足
や
目
な
ど
の
不
自
由
な

か
た
が
利
用
す
る
も
の
で
、
本
人
ま

た
は
家
族
が
運
転
す
る
小
型
乗
用
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
手
続
に

よ
っ
て
物
品
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
税
務
署
（
8

二
i
三
一
八
一
番
）
へ
。

辮簸

響
鷺
叢
驚
懲
濃
墜
霧

繋
．
毎
駈
荻
撒
瀦
暴
薪
鱗
鋸
響
夢
鞘

登
響
鍵
鯖
肇
黛
懲
籟

嚇
譲
欝
瀞
鵬
轍
簗
蓬
覆
め
顯

裸糞

逡
藩
灘
峯
前
滋
藷
蓮

癒
を
謬
鰭
く
森
懲
墾
。

鮭
叢
懸
叢
羅
馨
鎗
レ
表
饗

　
火
曜
β
灘
に
襲
を
実
施
ん
た

懇
壌
鍛
縁
、
豫
鷺
所
換
甕
窺
む
灘
話

達
絡
を
駁
瞭
て
か
ら
綴
体
を
持
ち
込

ん
響
く
だ
惑
い
僻
γ

樹
郵
噛
警
，
鞭
鷺
保
灘
覇
轡
鍍

機
擁
霊
奈
奮
、
還
欄
聖

の
処
労
が
出
来
ま
せ
ん
。
ぞ
．
め
よ
う

な
凝
簾
．
擾
院
や
病
院
な
ど
に
お

顧
い
し
て
駆
虫
を
し
て
鷲
だ
さ
い
。

雛
虫
綾
の
麓
“
緩
は
　
駆
虫
後
の
検
搭
い

は
、
紛
、
目
の
要
領
で
実
箆
し
て
風

だ
さ
い
。

そ
の
他
　
保
健
所
の
検
査
技
飾
が
出

張
な
ど
で
不
在
の
β
が
あ
膨
．
い
っ

で
も
、
す
毒
な
疑
に
検
便
が
で
き
な

い
の
携
実
精
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

　
　
　
　
　

い
．
構
接
せ
と
ご
連
絡
は
（
磨

ー
二
四
〇
〇
番
）
で
す
。
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襲
き
M
糞
　
雨
蝦
蕗
一

　
　
　
　
　
　
　
梅
蒸
、
裟
蕪
擦

．
勝
配
奥
魯
　
慕
』
　
　
　
《

　
　
　
　
　
肉

　
　
　
　
　
　
”
露
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

㌦
讐
・
　
　
　
　
　
　
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
ぎ

籔箔

　
　
　
　
鷲
、

驚
噛
竪
藁

　一8月1日　身障者・ボランティアとの市民と語る日に出された要望に一

㎜
　
八
月
一
日
に
身
障
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
「
市
民
と
語
る
日
」
　
㎜

㎜
が
行
わ
れ
、
多
く
の
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
市
で
は
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
か
た
に
は
、
出
さ
れ
た
問
題
の
｝
っ
㎜

㎜
一
つ
に
対
し
て
文
書
で
回
答
い
た
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
㎜

㎜
障
害
者
問
題
を
理
解
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
回
答
の
全
文
を
掲
㎜

㎜
載
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
市
に
手
話
通
訳
者
の
配
置
・
市
の
行
事
を

　
手
話
通
訳
・
み
の
わ
の
里
に
記
念
晶
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
総
務
部
関
係
1

要
望
　
軽
自
動
車
の
減
免
手
続
き
を

一
回
す
れ
ば
、
毎
年
、
継
続
し
て
減

免
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

回
答
　
市
条
例
の
趣
旨
は
、
毎
年
申

請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
申
し
出
を
い
た
だ
い
た

場
合
、
一
回
の
申
請
で
毎
年
減
免
で

き
る
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
ゆ
き
ま
す
の
で
．
こ
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
車
種
等
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
早
目
に

お
届
け
く
だ
さ
い
。

要
望
　
市
民
が
入
所
し
て
い
る
福
祉

施
設
に
市
報
を
送
っ
て
欲
し
い

回
答
　
市
民
が
入
所
し
て
い
る
す
べ

て
の
福
祉
施
設
に
八
月
十
日
号
か
ら

送
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

要
望
　
福
祉
事
務
所
に
手
話
通
訳
者

を
お
い
て
ほ
し
い

回
答
　
福
祉
事
務
所
の
職
員
の
中
か

ら
、
手
話
通
訳
が
で
き
る
よ
う
養
成

し
て
ゆ
き
ま
す
。
現
在
四
名
が
講
習

を
受
講
中
で
す
が
、
今
後
と
も
養
成

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望
　
市
の
行
事
に
手
話
通
訳
者
を

つ
け
て
ほ
し
い

回
答
　
す
べ
て
の
市
行
事
に
つ
け
る

わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
が
、
不
特
定

多
数
の
人
が
集
ま
る
市
行
事
に
は
、

で
き
る
だ
け
手
話
通
訳
者
を
つ
け
る

よ
う
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

要
望
　
福
祉
に
専
門
的
な
知
識
を
も

っ
た
人
が
地
元
に
雇
用
先
が
な
い
。

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か

回
答
　
非
常
に
む
ず
か
し
い
問
題
で

す
が
、
今
後
、
福
祉
施
設
新
設
の
際

に
は
、
十
分
配
慮
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

要
望
　
み
の
わ
の
里
に
記
念
品
か
記

念
樹
を
贈
っ
て
ほ
し
い

回
答
　
み
の
わ
の
里
の
管
理
者
と
早

速
相
談
し
て
、
ご
希
望
に
そ
え
る
よ

う
努
め
ま
す
。

体
育
館
の
開
放
・
特
殊
学
級
の
増
設
・
青

年
学
級
に
特
殊
学
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
教
育
関
係
ー

要
望
　
障
害
者
の
体
育
活
動
の
た
め

に
、
体
育
館
を
障
害
者
に
開
放
す
る

日
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
同
時

に
体
育
指
導
者
が
欲
し
い
。

回
答
　
体
育
館
の
昼
間
開
放
は
で
き

ま
す
。
参
加
の
対
象
層
、
障
害
の
程

度
な
ど
に
つ
い
て
活
動
内
容
を
十
分

検
討
し
た
う
え
善
処
し
ま
す
。
実
施

す
る
場
合
、
隔
週
の
指
定
し
た
曜
日

の
午
後
（
二
時
～
四
時
）
に
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目
を
中
心
に
体
育

課
職
員
が
指
導
に
あ
た
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
参
加
者
数
、

回
数
の
増
加
に
伴
っ
て
、
体
育
指
導

員
等
の
応
援
も
考
え
て
い
ま
す
．

要
望
　
心
身
障
害
児
の
就
学
の
た
め

特
殊
学
級
を
増
設
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
現
在
小
学
校
六
校
（
学
級
種

別
で
は
精
薄
七
学
級
、
情
緒
一
学
級

言
語
一
学
級
）
に
、
中
学
校
四
校

（
精
薄
四
学
級
）
が
あ
り
、
新
増
設
は

県
の
基
準
人
数
等
で
無
理
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

身障者とボランティアの
交流もなごやかに…

要
望
　
聴
覚
障
害
者
で
教
育
を
受
け

て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
だ
が
、
教

育
を
受
け
な
い
と
自
分
の
カ
ラ
に
と

じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
の
で
、
教
育
を

受
け
る
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
就
学
学
齢
児
童
生
徒
は
、
盲

ろ
う
養
護
学
校
が
義
務
制
で
あ
り
、

就
学
猶
予
、
免
除
者
を
の
ぞ
い
て
は

適
切
な
学
校
で
教
育
を
受
け
て
い
ま

す
。要

望
　
養
護
学
校
な
ど
で
受
け
て
い

た
言
語
指
導
を
、
十
日
町
で
も
引
き

続
き
受
け
ら
れ
な
い
か

回
答
　
十
日
町
小
学
校
に
言
語
学
級

が
あ
り
、
通
学
可
能
で
す
か
ら
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
　
社
会
人
に
な
る
と
他
人
と
ふ

れ
合
う
機
会
が
少
な
い
の
で
、
青
年

学
級
の
特
殊
学
級
的
な
も
の
を
開
設

し
て
ほ
し
い

回
答
　
関
係
者
か
ら
具
体
的
な
要
望

を
聞
い
た
う
え
で
、
対
象
者
、
期
間
、

日
時
、
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

主
催
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
か
ど

う
か
決
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
雇
用
促
進
・

晶
陳
列
を
し
な
い
で

要
望
　
障
害
者
の
雇
用
促
進
が
か
け

声
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
．
特
に
聴
覚

障
害
者
は
就
職
口
が
な
い
。
就
職
の

機
会
を
多
く
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
職
場
の
斡
旋
も
し
て
欲
し
い
。

回
答
　
障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
地
区
雇
用
協
議
会
や
雇
用
開

発
協
会
な
ど
を
通
じ
て
各
雇
用
主
に

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

積
極
的
に
お
願
い
を
し
ま
す
。
ま
た
聴

覚
障
害
者
な
ど
の
就
職
、
相
談
、
紹

介
、
斡
旋
に
つ
い
て
は
、
職
業
安
定

所
に
専
門
家
が
お
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
進
出
企
業
に
つ
い
て

も
、
聴
覚
障
害
者
の
雇
用
に
っ
い
て

職
業
安
定
所
を
通
じ
て
働
き
か
け
ま

す
。要

望
　
障
害
者
年
金
を
受
給
し
て
い

る
と
い
う
事
で
健
常
者
よ
り
低
賃
金

に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
の
人
た

ア
ー
ケ
ー
ド
に
商

ー
経
済
部
関
係
i

ち
か
ら
も
う
少
し
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
。

回
答
　
障
害
の
程
度
に
よ
り
健
常
者

よ
り
七
十
％
以
下
で
あ
れ
ば
賃
金
格

差
が
で
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
で
あ
れ

ば
一
般
健
常
者
と
同
一
で
す
の
で
、

具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
に
来

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雇
用
主
や
一

般
の
方
々
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
会
報
や
会
議
を
通
じ
て
P
R
し

ま
す
。

要
望
　
ア
ー
ケ
ー
ド
に
商
品
を
陳
列

し
て
お
く
店
が
あ
り
、
視
覚
障
害
者

が
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
危

険
防
止
策
を
と
っ
て
ほ
し
い

回
答
　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
に
商
品
を

陳
列
す
る
事
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

商
店
の
敷
地
内
で
あ
れ
ば
や
む
を
得

ま
せ
ん
が
、
危
険
の
な
い
よ
う
に
各

商
店
街
を
指
導
し
ま
す
。

（3）”””””lll”1”lllと6∬β36」ワら世」謄””1””””1”ll”””ll”IIIll””””II”ll””1”II””llll”1111”””lll””II”lllllIII”川9””olol”llll”””81川ll8書””lo昭和56年8月25日

タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
の
建
．
設
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
・
福
祉
バ
ス
の
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
市
民
部
関
係
　
1

要
望
　
補
装
具
交
付
の
際
、
医
師
の

意
見
書
の
文
書
料
の
取
扱
い
が
不
統

一
で
あ
る
。

回
答
　
医
師
の
意
見
書
が
必
要
な
の

は
、
は
じ
め
て
補
装
具
の
交
付
を
受

け
る
と
き
だ
け
で
す
。
不
統
一
の
点

は
関
係
機
関
を
通
じ
て
是
正
し
ま
す
。

要
望
　
タ
ウ
ン
ホ
ー
ム
の
建
設
を

回
答
　
昭
和
五
十
九
年
に
建
設
で
き

る
よ
う
県
に
計
画
申
請
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

要
望
　
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
除
雪

人
夫
を
手
配
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
障
害
者
全
体
の
問
題
と
し
て

検
討
し
ま
す
。

要
望
　
身
障
者
団
体
と
福
祉
事
務
所

甕

と
の
対
話
促
進
と
、
身
障
者
団
体
の

活
動
状
態
を
P
R
し
市
民
に
理
解
を

回
答
　
市
報
な
ど
を
通
じ
、
今
後
と

も
広
報
宣
伝
に
努
め
る
ほ
か
、
身
障

者
団
体
と
の
結
び
つ
き
も
強
化
し
て

ゆ
き
ま
す
。

要
望
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー

研
修
や
組
識
化
を

回
答
。
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

関
係
者
と
の
協
議
に
入
り
、
組
織
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー

研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
・
ー

の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ゆ
き

ま
す
。

要
望
　
豪
雪
時
の
各
種
施
設
通
所
の

た
め
の
配
車
を

回
答
　
除
雪
体
制
な
ど
と
の
関
連
も

あ
り
、
た
だ
ち
に
実
現
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。

要
望
　
福
祉
バ
ス
の
購
入
を

回
答
　
身
障
者
団
体
等
で
利
用
の
見

込
み
を
把
握
し
、
利
用
率
な
ど
を
調

査
の
う
え
そ
の
導
入
に
つ
い
て
研
究

し
ま
す
。

要
望
　
十
日
町
市
の
行
事
な
ど
の
八

ミ
リ
フ
イ
ル
ム
な
ど
の
貸
出
を

回
答
　
利
用
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
み
と
問

い
合
せ
は
社
会
福
祉
事
務
所
で
す
。

要
望
　
障
害
児
と
健
常
児
と
の
交
流

を
回
答
市
で
も
考
え
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
今
後
も
専
門
家
の
助
言
を
受

け
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

要
望
　
三
歳
児
検
診
の
際
、
保
健
婦

の
適
切
な
助
言
を

回
答
　
医
師
と
異
な
り
、
専
門
的
な

指
導
は
無
理
と
し
て
も
、
保
健
婦
と

し
て
の
助
言
は
適
切
に
す
る
よ
う
に

なにげなく

し
ま
す
。

要
望
　
施
設
入
所
者
の
一
時
帰
省
の

際
の
配
車
ま
た
は
費
用
助
成
を

回
答
　
県
外
施
設
入
所
者
（
重
度
障

害
者
）
に
つ
い
て
は
、
配
車
な
ど
す

で
に
実
行
し
て
い
ま
す
が
、
障
害
者
年

金
や
家
族
関
係
も
あ
り
、
全
て
の
か

た
に
配
車
や
助
成
を
す
る
こ
と
は
無

理
と
思
い
ま
す
。

要
望
　
保
護
者
の
疾
病
な
ど
の
際
、

一
時
的
な
保
護
の
場
を

回
答
　
各
種
施
設
で
一
時
保
護
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
介
護
人
派
遣
事

業
で
対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
望
　
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
障
害

者
収
容
施
設
の
充
実
を

回
答
　
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
に
つ

い
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
皆
さ
ん

と
相
談
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

要
望
　
聴
覚
障
害
者
に
対
し
て
、
車

の
運
転
者
に
理
解
を
求
め
る
P
R
を

回
答
　
運
転
マ
ナ
ー
の
改
善
に
つ
い

て
、
P
R
を
し
ま
す
が
、
聴
覚
障
害

者
自
ら
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

要
望
各
種
行
事
参
加
の
際
、
車
で

の
送
迎
を

回
答
　
大
き
な
行
事
で
、
団
体
行
動

な
ど
の
場
合
に
は
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
個
人
的
な
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
援
助
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

要
望
　
バ
ス
に
乗
れ
な
い
人
の
た
め

タ
ク
シ
ー
の
割
引
き
助
成
を

回
答
　
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
他
市
の
例
な
ど
も
十
分
調
査
し

検
討
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

歩
道
の
ス
ロ
ー
プ
の
改
善
を

要
望
　
道
路
か
ら
歩
道
に
あ
が
る
と

こ
ろ
な
ど
道
路
の
ス
・
ー
プ
を
な
だ

ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

回
答
　
年
次
計
画
を
た
て
て
実
施
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
聡
！
紳
、

轟
灘
灘
耕
惣
や
蕉
．
、
、
簸
響

蕪
穂
羅
擁
蕪

雛簸幾

鞭
騨
蘇
羅
難
護
豫
鮭
麟

蒙
悪
灘
繭
購
罐
隅
鑛
難
、

嚢
　
ー
ー
　
轟
…
懸
裸

一
雛
騰
　
　
　
謹
　
襲
羅
灘
韓
獣
灘

叢雛嬢灘灘

鐵
驚

講
蓼
藻
欝
驚
墨
皿
霧
黛
灘
蹴
鍵
嚇
灘

　
羅
難
難
饗

嚢
愚
懸
懲
藝
灘
灘
饗
騰
灘
饗
欝
議

　なにげなく言った貴女のことばが

　どんな鋭いナイフより

　深く深く病む者の心を突きさすかを

　貴女はご存知ですか

　よく解るのです

　朝夕のあとかたずけに

　秋のとり入れの忙しさにいらだつ心も

　聞きたくなかった

　貴女のロから

　役立たず　のひと言は

　軽べつしたくない

　私の大切な人だから

　今すぐ行きたい　手助けに

　けれど

　手は　足は　身体は動いてくれない

　こがらしに舞うかれ葉のように

　あてもなくさまよう私の心を

　優しく包んでほしいから

　聞かなかったことにします

　なにげなく言った貴女の言葉が

　どんな鋭いナイフより

　病む者の心を深く突きさすかを

　貴女はご存知ですか

　もう言わないで下さい

　役立たず　の言葉は

（享諺響襟鴛曾灌1こ）

障
害
者
と
税
金

　
国
で
は
、
身
体
の
不
自
由
な
か
た

な
ど
社
会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
場

に
あ
る
人
の
た
め
に
、
各
種
の
保
護

施
設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
初
め
、

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
税
金
面
で
も
所
得
税
や
相
続
税
に

障
害
者
控
除
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
青
色
申
告
を
し
て
い
る
個
人
や

法
人
の
事
業
所
に
お
い
て
は
、
従
業

員
の
う
ち
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
を

二
十
五
％
以
上
雇
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
事
業
所
の
機
械
、
装
置
、

工
場
用
の
建
物
な
ど
の
減
価
償
却
費

に
つ
い
て
、
通
常
の
償
却
費
の
二
十

％
（
工
場
用
の
建
物
な
ど
は
二
十
七

％
）
の
割
増
償
却
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
更
に
、
足
や
目
な
ど
の
不
自
由
な

か
た
が
利
用
す
る
も
の
で
、
本
人
ま

た
は
家
族
が
運
転
す
る
小
型
乗
用
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
手
続
に

よ
っ
て
物
品
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
税
務
署
（
8

二
i
三
一
八
一
番
）
へ
。

辮簸

響
鷺
叢
驚
懲
濃
墜
霧

繋
．
毎
駈
荻
撒
瀦
暴
薪
鱗
鋸
響
夢
鞘

登
響
鍵
鯖
肇
黛
懲
籟

嚇
譲
欝
瀞
鵬
轍
簗
蓬
覆
め
顯

裸糞

逡
藩
灘
峯
前
滋
藷
蓮

癒
を
謬
鰭
く
森
懲
墾
。

鮭
叢
懸
叢
羅
馨
鎗
レ
表
饗

　
火
曜
β
灘
に
襲
を
実
施
ん
た

懇
壌
鍛
縁
、
豫
鷺
所
換
甕
窺
む
灘
話

達
絡
を
駁
瞭
て
か
ら
綴
体
を
持
ち
込

ん
響
く
だ
惑
い
僻
γ

樹
郵
噛
警
，
鞭
鷺
保
灘
覇
轡
鍍

機
擁
霊
奈
奮
、
還
欄
聖

の
処
労
が
出
来
ま
せ
ん
。
ぞ
．
め
よ
う

な
凝
簾
．
擾
院
や
病
院
な
ど
に
お

顧
い
し
て
駆
虫
を
し
て
鷲
だ
さ
い
。

雛
虫
綾
の
麓
“
緩
は
　
駆
虫
後
の
検
搭
い

は
、
紛
、
目
の
要
領
で
実
箆
し
て
風

だ
さ
い
。

そ
の
他
　
保
健
所
の
検
査
技
飾
が
出

張
な
ど
で
不
在
の
β
が
あ
膨
．
い
っ

で
も
、
す
毒
な
疑
に
検
便
が
で
き
な

い
の
携
実
精
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

　
　
　
　
　

い
．
構
接
せ
と
ご
連
絡
は
（
磨

ー
二
四
〇
〇
番
）
で
す
。
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人
間
ド
ッ
ク
百
二
名
受
診

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今
年
度
か

ら
新
規
事
業
と
し
て
、
国
保
加
入
の

四
十
五
歳
の
人
を
対
象
に
総
合
健
康

診
断
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
第
一
回
目
は
七
月

一
日
～
八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
百

二
名
（
男
四
十
九
名
・
女
五
十
三
名
）

が
受
診
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
　
「
異
常
な
し
」
四
十

名
、
「
要
精
検
・
要
再
検
」
十
六
名
、

「
軽
度
の
異
常
（
日
常
生
活
で
注
意

の
必
要
な
人
）
」
四
十
六
名
で
、
特
に

血
糖
値
の
高
い
人
、
高
血
圧
傾
向
の

人
、
高
脂
血
症
の
疑
い
の
あ
る
人
、

肝
機
能
に
異
常
の
あ
る
人
が
多
く
見

う
け
ら
れ
ま
し
た
。
高
血
糖
値
は
糖

尿
病
、
高
血
圧
は
脳
卒
中
、
高
脂
血

症
は
脳
卒
中
・
心
臓
疾
患
、
肝
機
能

低
下
は
肝
炎
・
肝
硬
変
な
ど
の
お
そ

ろ
し
い
成
人
病
に
つ
な
が
る
異
常
が
、

軽
度
の
う
ち
に
発
見
さ
れ
、
ま
た
、

胆
石
症
、
胃
潰
瘍
の
疑
い
の
あ
る
人

が
八
名
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
間
ド
ッ
ク
は
成

人
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

二
回
目
を
十
一
月
に
実
施

　
国
保
で
は
、
今
年
度
二
回
目
の
人

間
ド
ッ
ク
を
十
一
月
に
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
利
用
し

て
成
人
病
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
＠
昭
和
十
一
年
四
月
二

日
～
昭
和
十
二
年
四
月
一
日
の
間
に

生
ま
れ
た
人
　
回
国
民
健
康
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
な
い
人
　
の
十
日
町

市
国
保
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受

け
て
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
た
人

◆◆早目に受診しましょう◆◆

●
申
請
期
間
　
九
月
七
日
～
十
九
日

●
実
施
予
定
時
期
　
十
一
月
上
旬

●
検
診
費
用
と
負
担
額
　
二
万
五
千

円
（
婦
人
二
万
七
千
円
）
　
自
己
負

担
額
は
そ
の
三
十
％

●
実
施
医
療
機
関
　
新
潟
県
健
康
管

理
協
会
（
新
潟
市
西
大
畑
町
）

●
個
人
通
知
　
該
当
者
に
は
通
知
と

申
請
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
希
望

者
は
期
間
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

人問ドック検診結果（1回目）

男 女 計

給TP高値嚇能欝 9 4 13

心電図異常（軽度） 4 3 7
血糖高値　糖尿病 13 4 17

肥　　　満 4 4 8
高脂血症・高コレステロール血症 14 6 20

胃　潰　瘍 4 2 6
高　血　圧 9 3 12

蛋白尿（軽度） 2 2 4
視力・聴力低下 4 2 6
そ　の　他 15 9 24

　もしも病気になったとき、症状や経過を正確に医

師に話すかどうかで、あとに大きな影響を及ぼすこ

とがあります。

　日常生活を理解して持病や体質なども心得ていて

くださる近くのお医者さんを…。そして、どんな病

気でも早期発見、・早期治療が大切です。具合が悪か

ったら早目に診てもらいましょう。

　病気には一定の経過があります。つい気がせいて、

お医者さんを変えたくなることもあるでしょうが、

同じ検査を何回もしたり、薬が重なったりのムダば

かりでなく、かえって病状に思わぬ結果が出ること

もあります。また、受診の際には、急病でないかぎ

り診療時間内に受診しましょう。

1
、
篠
慶
静
欝
は
必
ザ
糞
鯵
繋
し
煮

蝿
難
懲
鯉
樋

2
、
画
分
で
健
康
チ
ェ
蟹
ク
し
ま
編
’
、
講

よ
う
。
　
　
、
、
　
』
☆
、
藤

　
ω
朝
め
ざ
め
た
癖
、
疲
れ
が
と
轟

て
心
身
と
も
さ
わ
や
か
憩
し
ょ
う
癖
付
．
縫

　
回
嚢
欲
が
あ
り
業
ナ
か
“
　
、
・
　
　
　
欝

　
の
排
便
が
規
則
蕉
し
く
．
ま
た
驚

の
状
態
が
か
わ
瀕
な
雛
で
も
議
渉
か

3
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
義
悲
栄
肇
を
姦
闘

る
よ
う
に
し
家
，
し
ょ
う

　
ω
偏
食
や
寒
蒙
に
諏
旛
費
血
や
灘
騨
篶
　
　
　
　
　
　
糞

漢
が
増
え
て
い
る
と
い
経
れ
ま
ナ
儀
、
’
。
繍

食
郷
は
覇
渇
昼
・
燕
と
親
麹
正
し
く
蟻

ゆ
ぞ
3
璽
蒙
灘
豊
の
で
ず
。
．
・

健
康
管
理
の
た
め
の
六
ヵ
条

洞
業陣や

竃
幾
轟
融
凄
津
謙
蚕
磯
灘
擁
撫
難

に
な
需
憲
．
一
叢
．
農
礁
　
　

駕
糠
懲
量
嚢
撫
趨
瀦
雫
滞
惣
驚

茗
毒
糞
勢
講
・
覆
審
し

茂
囎
．
鐘
礎
嚢
燦
纏
盤
羅
＋
グ
ヲ
ム

以
下
に
し
て
、
獣
蕪
灘
議
藤
饗
く
と
瀞

裏
し
ま
う
．
め
ル
類
㊨
ス
ー
プ
を
羨
　
賛

す
。
し
る
物
は
一
欝
轍
杯
繕
驚
る

つ
け
物
は
即
せ
き
づ
紛
蓼
纏
嘱
漢
織

薄
味
に
。
レ
懸
ン
、
み
豫
ば
態
鞍
悲
撫

ね
ぎ
、
し
よ
う
が
な
ど
癒
参
の
議
勢

材
縄
を
と
り
入
れ
る
と
、
灘
藤
で
鵡

お
い
し
く
・
嚢
べ
ら
れ
ま
す
。

4
、
ヤ
分
燦
繊
眠
を
と
り
ま
し
義
う
。

　
疲
労
回
復
に
は
、
睡
眠
に
ま
さ
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
偶
一
人
蓬
ば
あ
』

り
裏
す
が
、
一
般
に
八
瞭
驚
眠
れ
ば

そ
の
日
の
疲
れ
は
解
消
す
る
爾
で
、

、
腿
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

態
盤
繋
麟
譲
鍮
騨

灘
襲
灘
繋

綴叢騨

藩
灘
鱗

灘
驚
毒
講
礁
盤
羅
灘
灘

欝蘇鱗

鰻
灘
鶏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲

饗
撃
灘
毒
蹴
蓉
類
嚇

蟻
籍
灘
鍵
嚢
灘

鎌
灘難．

麟

麟
、
幾
雛

’
鱗
薬
撃
繕

襲
羅
簸
舞
講
．

懸
簸
講

纐
驚
騰
鷺
・

鑑
殺
霧

繊
聡
黎
灘
簸
魑
躍
欝
鷺

，
い
う
爆
纏
鑑
癒
慧
薮
終
懸
毒
難
鷺
繰
，
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国
民
健
康
保
険
料
率
決
ま
る

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
第

一
期
分
と
第
二
期
分
を
仮
算
定
で
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
六
年
度
の
保
険

料
賦
課
割
合
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定

　
　
診
療
費
と
保
険
料

円37

　
　
　
　
　
　
4
4

　
　
　
　
　
　
　
2

マ
ノ
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干円

78．137（1人当たり診療費）

72．11459，925

52，850

（1人当たり保険料）

　　　　　　　　　21．546

20．356

56555453

　　　　　　　17，090

－
17，711

　51　　　　52

00

90

80

70

60

50

40

30

20

10

し
ま
し
た
。

●
所
得
割
　
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

●
資
産
割
　
四
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

●
被
保
険
者
均
等
割
　
一
万
四
百
円

●
世
帯
別
平
等
割
　
一
万
四
千
百
九

国民健康保険料診療報酬支払状況（S。51～55）

年
度

総医療費
1　入
当たり

医療費

国民健康保険負担額
肢保険者負担

結核予防法
精神衛生法等

公費で負担分保険者負担 高額療養費

51
　　　　　円
1，214，419，441

　　円
52，850

　　　　円
桝6，997，551

　　　　円
77，754，510

　　　　円
184，351，9io

　　　　円
105，315，470

52 1，418，251．1％ 59，925 989，㎜，珊 96，531，860 207，050，423 128，578，324

53 1，680，634，435 72，114 1，173，932，841 134，286，276 231，m，779 141，303，539

54 1，786，589，164 78，137 1，248，588，132 151，259，213 240，890，927 145，850，892

55 】，969，351，356 86，501 1，377，149，618 188，920，791 251，648，119 151．632，8器

十
円

　
こ
の
保
険
料
の
総
額
は
、
六
億
三

千
二
百
六
十
三
万
八
千
円
で
、
昨
年

比
二
十
一
・
四
簿
増
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
は

　
な
ぜ
あ
が
る
の
？

　
国
保
で
支
払
う
最
も
大
き
な
も
の

は
保
険
給
付
費
で
す
。
保
険
給
付
と

は
、
国
保
が
直
接
医
療
機
関
へ
支
払

う
医
療
費
の
七
十
習
と
、
皆
さ
ん
が

医
療
機
関
へ
払
う
お
金
（
一
部
負
担

金
）
が
三
万
九
千
円
を
超
え
た
場
合

に
、
超
え
た
分
を
皆
さ
ん
に
払
い
戻

す
高
額
療
養
費
、
そ
の
他
で
す
。

　
こ
の
保
険
給
付
費
が
、
国
保
予
算

の
九
十
五
・
三
習
を
占
め
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
費
な
ど
が
、
昨
年
に
比
べ

て
「
約
二
億
二
百
万
円
（
一
人
当
た
り

約
九
千
三
百
円
）
」
も
増
え
て
い
る
の

が
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
最
大
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
の
表
の
よ
う
に
、
医
療
費
の
増

加
は
、
保
険
料
が
増
加
す
る
直
接
の

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎初診料の改定

時間内
時間外

〔灘1）

休　　日

（灘旦）

深　　夜

〔灘～）

初診時基

本診察料

甲表
　　　　円
1，450

　　　　円
2，050

　　　　円
3，250

　　　　円
5，050

乙表 1，200 1，800 3，000 4，800

乳幼児
（6才未満）

甲表 1，750 2，350 3，550 5，350

乙表 1，500 2，100 3，300 5，100

歯科 　　1，450
6才未満児㎜円加算

加算600 加算1，800 加算3，600

医
療
費
が
改

　
六
月
一
日
診
療
分
か
ら
診
療
報
酬

の
一
部
が
改
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
定
は
昭
和
五
十
三
年
二
月
の

改
定
以
来
の
も
の
で
、
平
均
八
・
一

餌
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
主
な
内
容
で
は
、
①
診
察
料
等
、

②
最
近
の
医
療
技
術
の
進
歩
に
対
応

し
て
循
環
器
を
中
心
に
項
目
を
新
設

③
検
査
料
の
見
直
し
、
④
技
術
料
の

評
価
、
⑤
保
険
外
負
担
の
解
消
、
⑥

入
院
の
場
合
の
室
料
と
看
護
料
に
特

別
加
算
を
つ
け
る
等
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
重
症
者
が
入
院
し

た
場
合
、
本
人
の
意
志
に
か
か
わ
ら

ず
個
室
や
二
人
室
に
収
容
し
た
場
合

も
、
差
額
ベ
ッ
ト
代
金
は
自
己
負
担

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改
定
で
は

◎再診料の改定

時間内
加　　　　　　　算

時間外 休　　日 深　　夜

再診時基

本診察料

甲表
　　600円乳幼児
　　750

　　　円
500

　　　円
1，500

　　　円
3，600

乙表

　　350乳幼児
　　450 500 1，500 3，600

内科　600
再診料乳幼児700 500 1，500 3，600

定
さ
れ
ま
し
た

　　昭和55年度国保決算
　昭和55年度の国民健康保険特別会計の決算

が決まりました。

　収入の状況では，国庫支出金が収入総額の

6L8％を占め、皆さんから納めていただいた

保険料が31％（1人当たり24，168円）となっ

ています。支出では、病院等に支払った保健

給付費が全体の96．4％（1人当た1）72，994円）

と大部分を占めています。

◎往診料の改定

　その他
1，365万9千円
　（0．8％）

繰入金
1，500万円

（0．9％）

保険料
5億2，996万

4千円
（31，0％）

9β驚

国庫支出金
〔M意5、645万2千円

　（61．8％）

欝円総務費
4、962万円
（3．0％〉

次
年
度
繰
越
金
4
、
8
4
3
万
4
千
円

保険給付費
16億62万3千円
　（96．4％）

こ
の
解
消
を
は
か
る
た
め
、
室
料
加

算
と
し
て
個
室
一
日
二
千
円
、
二
人

室
千
円
、
看
護
加
算
一
日
四
千
円
を

算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
初
診
料
・
再
診
料
・
往
診
料
…
右

表
の
と
お
り

●
慢
性
疾
患
管
理
指
導
料
…
二
千
円

　
こ
れ
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
ネ
フ

・
ー
ゼ
、
脳
出
血
、
低
血
圧
等
慢
性

疾
患
の
患
者
に
管
理
指
導
を
行
っ
た

場
合
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

［
獺
雛
付
＊
萢

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
市
・
保
険
衛
生
課
国
保
係
（
費
七
ー
一
一
二

　
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
延
滞
金

が
課
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ほ

か
の
皆
さ
ん
に
余
分
な
負
担
を
さ
せ

　
　
　
　
　
幽
凹
番
内
線
二

2k畦で 4km凝 6kmまで 8km択 10km訳 12㎞まで 14km折 16km罰

普　通　往　診 2，000 3，000 　円4，000 　円5，000 　円6，000 　円7，000 　円8，000 　円9，000

夜　　　　　間 4，000 6，000 8，0CO 10，000 12，000 14，000 16，000 18，000

深夜、難路又は暴風雨時も
しくは暴風雪時

6，000 9，000 12，000 15，000 18，000 21，000 24，000 27，000

夜間難路、夜間暴風雨時又
は夜間暴風雪時

8，000 12，000 16，000 20，000 24，000 28，000 32，000 36，000

深夜難路、深夜暴風雨時又
は深夜暴風雪時

10，000 15，000 20，000 25，000 30，000 35，000 40，000 45，000

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
oo

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崇

た
り
、
国
の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ
る

な
ど
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
納
期
限
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
の
で
、
納
期
内
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…
第
三
期
　
八
月
三
十
一
日
㈲

…
第
四
期

…
第
五
期

…
第
六
期

十
月
三
十
一
日
出

十
二
月
二
十
五
日
樹
㎜

昭
和
五
十
七
年
三
月
…

一
日
側

　
な
お
、
納
め
忘
れ
の
な
い
預
貯
金

口
座
振
替
制
度
や
有
利
な
前
納
報
奨

制
度
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
保
料
健
康
家
族
の
安
心
料

ロ
O
）
へ
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人
間
ド
ッ
ク
百
二
名
受
診

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今
年
度
か

ら
新
規
事
業
と
し
て
、
国
保
加
入
の

四
十
五
歳
の
人
を
対
象
に
総
合
健
康

診
断
事
業
（
人
間
ド
ッ
ク
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
第
一
回
目
は
七
月

一
日
～
八
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
百

二
名
（
男
四
十
九
名
・
女
五
十
三
名
）

が
受
診
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
　
「
異
常
な
し
」
四
十

名
、
「
要
精
検
・
要
再
検
」
十
六
名
、

「
軽
度
の
異
常
（
日
常
生
活
で
注
意

の
必
要
な
人
）
」
四
十
六
名
で
、
特
に

血
糖
値
の
高
い
人
、
高
血
圧
傾
向
の

人
、
高
脂
血
症
の
疑
い
の
あ
る
人
、

肝
機
能
に
異
常
の
あ
る
人
が
多
く
見

う
け
ら
れ
ま
し
た
。
高
血
糖
値
は
糖

尿
病
、
高
血
圧
は
脳
卒
中
、
高
脂
血

症
は
脳
卒
中
・
心
臓
疾
患
、
肝
機
能

低
下
は
肝
炎
・
肝
硬
変
な
ど
の
お
そ

ろ
し
い
成
人
病
に
つ
な
が
る
異
常
が
、

軽
度
の
う
ち
に
発
見
さ
れ
、
ま
た
、

胆
石
症
、
胃
潰
瘍
の
疑
い
の
あ
る
人

が
八
名
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
間
ド
ッ
ク
は
成

人
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

二
回
目
を
十
一
月
に
実
施

　
国
保
で
は
、
今
年
度
二
回
目
の
人

間
ド
ッ
ク
を
十
一
月
に
実
施
し
ま
す
。

該
当
者
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
利
用
し

て
成
人
病
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
＠
昭
和
十
一
年
四
月
二

日
～
昭
和
十
二
年
四
月
一
日
の
間
に

生
ま
れ
た
人
　
回
国
民
健
康
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
な
い
人
　
の
十
日
町

市
国
保
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受

け
て
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
た
人

◆◆早目に受診しましょう◆◆

●
申
請
期
間
　
九
月
七
日
～
十
九
日

●
実
施
予
定
時
期
　
十
一
月
上
旬

●
検
診
費
用
と
負
担
額
　
二
万
五
千

円
（
婦
人
二
万
七
千
円
）
　
自
己
負

担
額
は
そ
の
三
十
％

●
実
施
医
療
機
関
　
新
潟
県
健
康
管

理
協
会
（
新
潟
市
西
大
畑
町
）

●
個
人
通
知
　
該
当
者
に
は
通
知
と

申
請
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
希
望

者
は
期
間
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

人問ドック検診結果（1回目）

男 女 計

給TP高値嚇能欝 9 4 13

心電図異常（軽度） 4 3 7
血糖高値　糖尿病 13 4 17

肥　　　満 4 4 8
高脂血症・高コレステロール血症 14 6 20

胃　潰　瘍 4 2 6
高　血　圧 9 3 12

蛋白尿（軽度） 2 2 4
視力・聴力低下 4 2 6
そ　の　他 15 9 24

　もしも病気になったとき、症状や経過を正確に医

師に話すかどうかで、あとに大きな影響を及ぼすこ

とがあります。

　日常生活を理解して持病や体質なども心得ていて

くださる近くのお医者さんを…。そして、どんな病

気でも早期発見、・早期治療が大切です。具合が悪か

ったら早目に診てもらいましょう。

　病気には一定の経過があります。つい気がせいて、

お医者さんを変えたくなることもあるでしょうが、

同じ検査を何回もしたり、薬が重なったりのムダば

かりでなく、かえって病状に思わぬ結果が出ること

もあります。また、受診の際には、急病でないかぎ

り診療時間内に受診しましょう。

1
、
篠
慶
静
欝
は
必
ザ
糞
鯵
繋
し
煮

蝿
難
懲
鯉
樋

2
、
画
分
で
健
康
チ
ェ
蟹
ク
し
ま
編
’
、
講

よ
う
。
　
　
、
、
　
』
☆
、
藤

　
ω
朝
め
ざ
め
た
癖
、
疲
れ
が
と
轟

て
心
身
と
も
さ
わ
や
か
憩
し
ょ
う
癖
付
．
縫

　
回
嚢
欲
が
あ
り
業
ナ
か
“
　
、
・
　
　
　
欝

　
の
排
便
が
規
則
蕉
し
く
．
ま
た
驚

の
状
態
が
か
わ
瀕
な
雛
で
も
議
渉
か

3
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
義
悲
栄
肇
を
姦
闘

る
よ
う
に
し
家
，
し
ょ
う

　
ω
偏
食
や
寒
蒙
に
諏
旛
費
血
や
灘
騨
篶
　
　
　
　
　
　
糞

漢
が
増
え
て
い
る
と
い
経
れ
ま
ナ
儀
、
’
。
繍

食
郷
は
覇
渇
昼
・
燕
と
親
麹
正
し
く
蟻

ゆ
ぞ
3
璽
蒙
灘
豊
の
で
ず
。
．
・

健
康
管
理
の
た
め
の
六
ヵ
条

洞
業陣や

竃
幾
轟
融
凄
津
謙
蚕
磯
灘
擁
撫
難

に
な
需
憲
．
一
叢
．
農
礁
　
　

駕
糠
懲
量
嚢
撫
趨
瀦
雫
滞
惣
驚

茗
毒
糞
勢
講
・
覆
審
し

茂
囎
．
鐘
礎
嚢
燦
纏
盤
羅
＋
グ
ヲ
ム

以
下
に
し
て
、
獣
蕪
灘
議
藤
饗
く
と
瀞

裏
し
ま
う
．
め
ル
類
㊨
ス
ー
プ
を
羨
　
賛

す
。
し
る
物
は
一
欝
轍
杯
繕
驚
る

つ
け
物
は
即
せ
き
づ
紛
蓼
纏
嘱
漢
織

薄
味
に
。
レ
懸
ン
、
み
豫
ば
態
鞍
悲
撫

ね
ぎ
、
し
よ
う
が
な
ど
癒
参
の
議
勢

材
縄
を
と
り
入
れ
る
と
、
灘
藤
で
鵡

お
い
し
く
・
嚢
べ
ら
れ
ま
す
。

4
、
ヤ
分
燦
繊
眠
を
と
り
ま
し
義
う
。

　
疲
労
回
復
に
は
、
睡
眠
に
ま
さ
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
偶
一
人
蓬
ば
あ
』

り
裏
す
が
、
一
般
に
八
瞭
驚
眠
れ
ば

そ
の
日
の
疲
れ
は
解
消
す
る
爾
で
、

、
腿
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

態
盤
繋
麟
譲
鍮
騨

灘
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灘
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蹴
蓉
類
嚇

蟻
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灘
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灘
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麟

麟
、
幾
雛

’
鱗
薬
撃
繕

襲
羅
簸
舞
講
．

懸
簸
講

纐
驚
騰
鷺
・

鑑
殺
霧

繊
聡
黎
灘
簸
魑
躍
欝
鷺

，
い
う
爆
纏
鑑
癒
慧
薮
終
懸
毒
難
鷺
繰
，
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国
民
健
康
保
険
料
率
決
ま
る

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
は
、
第

一
期
分
と
第
二
期
分
を
仮
算
定
で
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
六
年
度
の
保
険

料
賦
課
割
合
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定

　
　
診
療
費
と
保
険
料

円37
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干円

78．137（1人当たり診療費）

72．11459，925

52，850

（1人当たり保険料）

　　　　　　　　　21．546

20．356

56555453

　　　　　　　17，090

－
17，711

　51　　　　52

00

90
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40
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10

し
ま
し
た
。

●
所
得
割
　
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

●
資
産
割
　
四
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

●
被
保
険
者
均
等
割
　
一
万
四
百
円

●
世
帯
別
平
等
割
　
一
万
四
千
百
九

国民健康保険料診療報酬支払状況（S。51～55）

年
度

総医療費
1　入
当たり

医療費

国民健康保険負担額
肢保険者負担

結核予防法
精神衛生法等

公費で負担分保険者負担 高額療養費

51
　　　　　円
1，214，419，441

　　円
52，850

　　　　円
桝6，997，551

　　　　円
77，754，510

　　　　円
184，351，9io

　　　　円
105，315，470

52 1，418，251．1％ 59，925 989，㎜，珊 96，531，860 207，050，423 128，578，324

53 1，680，634，435 72，114 1，173，932，841 134，286，276 231，m，779 141，303，539

54 1，786，589，164 78，137 1，248，588，132 151，259，213 240，890，927 145，850，892

55 】，969，351，356 86，501 1，377，149，618 188，920，791 251，648，119 151．632，8器

十
円

　
こ
の
保
険
料
の
総
額
は
、
六
億
三

千
二
百
六
十
三
万
八
千
円
で
、
昨
年

比
二
十
一
・
四
簿
増
と
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
は

　
な
ぜ
あ
が
る
の
？

　
国
保
で
支
払
う
最
も
大
き
な
も
の

は
保
険
給
付
費
で
す
。
保
険
給
付
と

は
、
国
保
が
直
接
医
療
機
関
へ
支
払

う
医
療
費
の
七
十
習
と
、
皆
さ
ん
が

医
療
機
関
へ
払
う
お
金
（
一
部
負
担

金
）
が
三
万
九
千
円
を
超
え
た
場
合

に
、
超
え
た
分
を
皆
さ
ん
に
払
い
戻

す
高
額
療
養
費
、
そ
の
他
で
す
。

　
こ
の
保
険
給
付
費
が
、
国
保
予
算

の
九
十
五
・
三
習
を
占
め
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
費
な
ど
が
、
昨
年
に
比
べ

て
「
約
二
億
二
百
万
円
（
一
人
当
た
り

約
九
千
三
百
円
）
」
も
増
え
て
い
る
の

が
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
最
大
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
の
表
の
よ
う
に
、
医
療
費
の
増

加
は
、
保
険
料
が
増
加
す
る
直
接
の

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎初診料の改定

時間内
時間外

〔灘1）

休　　日

（灘旦）

深　　夜

〔灘～）

初診時基

本診察料

甲表
　　　　円
1，450

　　　　円
2，050

　　　　円
3，250

　　　　円
5，050

乙表 1，200 1，800 3，000 4，800

乳幼児
（6才未満）

甲表 1，750 2，350 3，550 5，350

乙表 1，500 2，100 3，300 5，100

歯科 　　1，450
6才未満児㎜円加算

加算600 加算1，800 加算3，600

医
療
費
が
改

　
六
月
一
日
診
療
分
か
ら
診
療
報
酬

の
一
部
が
改
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
定
は
昭
和
五
十
三
年
二
月
の

改
定
以
来
の
も
の
で
、
平
均
八
・
一

餌
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
主
な
内
容
で
は
、
①
診
察
料
等
、

②
最
近
の
医
療
技
術
の
進
歩
に
対
応

し
て
循
環
器
を
中
心
に
項
目
を
新
設

③
検
査
料
の
見
直
し
、
④
技
術
料
の

評
価
、
⑤
保
険
外
負
担
の
解
消
、
⑥

入
院
の
場
合
の
室
料
と
看
護
料
に
特

別
加
算
を
つ
け
る
等
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
重
症
者
が
入
院
し

た
場
合
、
本
人
の
意
志
に
か
か
わ
ら

ず
個
室
や
二
人
室
に
収
容
し
た
場
合

も
、
差
額
ベ
ッ
ト
代
金
は
自
己
負
担

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改
定
で
は

◎再診料の改定

時間内
加　　　　　　　算

時間外 休　　日 深　　夜

再診時基

本診察料

甲表
　　600円乳幼児
　　750

　　　円
500

　　　円
1，500

　　　円
3，600

乙表

　　350乳幼児
　　450 500 1，500 3，600

内科　600
再診料乳幼児700 500 1，500 3，600

定
さ
れ
ま
し
た

　　昭和55年度国保決算
　昭和55年度の国民健康保険特別会計の決算

が決まりました。

　収入の状況では，国庫支出金が収入総額の

6L8％を占め、皆さんから納めていただいた

保険料が31％（1人当たり24，168円）となっ

ています。支出では、病院等に支払った保健

給付費が全体の96．4％（1人当た1）72，994円）

と大部分を占めています。

◎往診料の改定

　その他
1，365万9千円
　（0．8％）

繰入金
1，500万円

（0．9％）

保険料
5億2，996万

4千円
（31，0％）

9β驚

国庫支出金
〔M意5、645万2千円

　（61．8％）

欝円総務費
4、962万円
（3．0％〉

次
年
度
繰
越
金
4
、
8
4
3
万
4
千
円

保険給付費
16億62万3千円
　（96．4％）

こ
の
解
消
を
は
か
る
た
め
、
室
料
加

算
と
し
て
個
室
一
日
二
千
円
、
二
人

室
千
円
、
看
護
加
算
一
日
四
千
円
を

算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
初
診
料
・
再
診
料
・
往
診
料
…
右

表
の
と
お
り

●
慢
性
疾
患
管
理
指
導
料
…
二
千
円

　
こ
れ
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
ネ
フ

・
ー
ゼ
、
脳
出
血
、
低
血
圧
等
慢
性

疾
患
の
患
者
に
管
理
指
導
を
行
っ
た

場
合
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

［
獺
雛
付
＊
萢

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
市
・
保
険
衛
生
課
国
保
係
（
費
七
ー
一
一
二

　
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
延
滞
金

が
課
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ほ

か
の
皆
さ
ん
に
余
分
な
負
担
を
さ
せ
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凹
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内
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2k畦で 4km凝 6kmまで 8km択 10km訳 12㎞まで 14km折 16km罰

普　通　往　診 2，000 3，000 　円4，000 　円5，000 　円6，000 　円7，000 　円8，000 　円9，000

夜　　　　　間 4，000 6，000 8，0CO 10，000 12，000 14，000 16，000 18，000

深夜、難路又は暴風雨時も
しくは暴風雪時

6，000 9，000 12，000 15，000 18，000 21，000 24，000 27，000

夜間難路、夜間暴風雨時又
は夜間暴風雪時

8，000 12，000 16，000 20，000 24，000 28，000 32，000 36，000

深夜難路、深夜暴風雨時又
は深夜暴風雪時
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雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崇

た
り
、
国
の
補
助
金
が
減
ら
さ
れ
る

な
ど
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
納
期
限
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
の
で
、
納
期
内
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

…
第
三
期
　
八
月
三
十
一
日
㈲

…
第
四
期

…
第
五
期

…
第
六
期

十
月
三
十
一
日
出

十
二
月
二
十
五
日
樹
㎜

昭
和
五
十
七
年
三
月
…

一
日
側

　
な
お
、
納
め
忘
れ
の
な
い
預
貯
金

口
座
振
替
制
度
や
有
利
な
前
納
報
奨

制
度
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
保
料
健
康
家
族
の
安
心
料

ロ
O
）
へ
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　　　．．諺むらρ…ふるさと動国
凹
脚
・
中
条
地
区
）

　
近
年
の
”
都
市
化
”
と
い
わ
れ

る
流
れ
の
中
で
、
昔
か
ら
の
慣

習
風
俗
が
失
な
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
も
お

盆
に
は
、
市
内
各
地
で
、
ふ
る

さ
と
の
踊
り
が
、
町
内
で
、
部

落
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
盆
踊
り
で
地
域
の
特
徴
的
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
（
妻
有
地

方
に
は
、
こ
の
ほ
が
．
法
界
節

甚
句
を
ど
、
あ
る
い
は
新
民
踊

も
各
地
で
踊
っ
て
い
ま
す
。
）

圃
固
（
＋
日
町
象
．
六
箪
川
仏
？
吉
田
地
区
）

（
水
沢
・
川
治
地
区
）

▲中条中町…円通寺　（中町青年団主催）

く大の坂〉

　北魚沼郡堀之内町でも古風な念仏踊と

して県の無形文化財になっている。この

中条地区に伝わるものは、施律も重厚で、

踊りも複雑といわれている。

　8月14日には、保存会の発足と大発表

会が行われ、地域挙げての保存・伝承の

動きが出ている。

▲馬場小…仮装大会も併せて
　（馬場青年団主催）

くカラス踊り〉

　“盆じゃもの、、などと呼ばれている北

信濃の盆踊りで、約60年位前（大正時代）

に津南・中里・水沢と北上した。

　即興的歌詞も中には多く入り、テンポ

が早く活発で、若者達に人気のある盆踊

ひ）ともいえる（百首余の歌詞がある。）

▲昭和町3・智泉寺
　（中央クラプ主催

〈三階節＞

　江戸時代…文政年間に、江戸・

京都・大阪で流行した”ヤッショ

節、、が海港として栄えた柏崎から

鯖石川沿に盛んになり、この地方

に広まったもの。各地で特色があ

り、十日町辺りでは、悠長・優雅

さが特色といわれている。

　
（
公
民
館
分
館
講
座
主
催
）

〈
吉
田
鐙
島
小
学
校

（
下
条
・
飛
渡
地
区
）

▲下条新保・広大寺　（下組青年団主催）

〈よいやさ〉

　頸城・魚沼・古志地方にかけて広範囲

に分布している。

　鈴木主水・白井権八・八百屋お七など

広く世に行われ広まった口説きをそのま

ま用いたもの。

　ロ説きの長い歌詞なので、それを暗踊

するのが大変だといわれている。

金
あ
陰

　
　
通
算
老
齢
年
金
の
約
束
ご
と

　
長
い
人
生
に
は
、
山
も
あ
れ
ば
谷

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
一
生
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
い
う
人
も
あ
れ
ば
、
生
涯
自

営
業
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
。

　
老
後
が
人
生
の
最
終
時
期
で
あ
る

よ
う
に
、
年
金
制
度
に
も
ま
た
、
若

い
時
代
、
壮
年
時
代
の
帳
じ
り
が
持

ち
込
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
年
金
制
度
の
上
で
い
く
つ
か
の
制

度
を
渡
り
歩
い
て
来
た
人
は
、
時
に

は
、
個
々
の
制
度
に
お
い
て
年
金
受

給
期
間
を
満
た
さ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、
各
制
度
の
加
入

期
間
を
合
計
し
て
、
全
体
と
し
て
資

格
を
取
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
、

通
算
老
齢
年
金
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
は
、
国
民
年
金
が
創
設
さ
れ
た
昭

和
三
十
六
年
に
い
っ
し
ょ
に
発
足
し

ま
し
た
。

　
日
本
の
年
金
制
度
は
、
八
種
類
あ

り
ま
す
が
、
性
格
的
に
は
、
「
厚
生
」

「
国
民
」
　
「
共
済
」
の
三
つ
の
タ
イ

プ
に
整
理
さ
れ
ま
す
．
通
算
老
齢
年

金
も
、
①
厚
生
と
国
年
②
厚
生
と
共

済
③
共
済
と
国
年
の
三
つ
の
組
み
合

わ
せ
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
単
独
で
年

金
が
出
る
加
入
期
間
は
「
厚
生
」
「
共

済
」
が
各
二
十
年
で
「
国
年
」
が
二

十
五
年
で
す
か
ら
、
国
年
と
厚
生

（
あ
る
い
は
共
済
）
で
は
、
加
入
期

間
が
合
計
二
十
五
年
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
厚
生
と
共
済
で
は
加
入
期

間
が
合
計
二
十
年
必
要
で
す
。
こ
う

し
て
、
加
入
期
間
に
つ
い
て
受
給
資

格
が
で
き
れ
ば
、
年
金
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
か
ら
、
そ
の
期
間
に
入
っ

て
い
た
期
間
に
応
じ
て
出
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
最
低
限
「
あ
と
二
年
」

　
　
国
民
年
金
に
加
入
を

〈
問
〉
　
私
は
ひ
と
り
も
の
の
女
性

で
す
。
共
済
年
金
に
八
年
、
国
民
年

金
に
九
年
、
そ
れ
か
ら
厚
生
年
金
に

六
年
加
入
し
ま
し
た
。
今
は
退
職
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
将
来
、

通
算
老
齢
年
金
は
出
る
の
で
す
か
。

年
齢
は
四
十
一
歳
で
す
。

〈
答
〉

　
三
つ
の
年
金
全
部
合
計
し
て
も
二

十
三
年
で
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
る

に
必
要
な
加
入
期
間
「
二
十
五
年
」

に
あ
と
二
年
不
足
で
す
。
厚
生
と
共

済
の
二
つ
の
合
計
で
も
十
四
年
で
、

や
は
り
必
要
な
「
二
十
年
」
に
達
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
将

来
無
年
金
者
に
な
り
ま
す
。
い
ま
す

ぐ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

最
低
二
十
五
年
以
上
の
加
入
資
格
期

間
を
得
れ
ば
、
将
来
、
六
十
歳
か
ら

「
厚
生
」
　
「
共
済
」
の
通
算
老
齢
年

金
が
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
に
応
じ

て
出
ま
す
し
、
六
十
五
歳
か
ら
「
国

年
」
の
通
算
老
齢
年
金
が
加
入
期
間

分
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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1
電
報
電
話
局
か
ら
お
知
ら
せ
ー

電
話
料
の
引
き
下
げ
．
割
引

　
電
報
電
話
局
で
は
、
五
百
キ
・
㌶

を
越
え
る
遠
距
離
通
話
料
を
引
き
下

げ
（
八
月
五
日
か
ら
）
、
日
曜
、
祝

日
の
昼
間
の
通
話
料
を
夜
問
料
金
な

み
に
割
引
く
日
曜
祝
日
割
引
制
度
を

新
し
く
実
施
し
ま
し
た
。
（
八
月
九
日

か
ら
）

　
わ
が
国
の
電
話
料
金
は
諸
外
国
に

比
較
す
る
と
近
距
離
は
安
く
、
遠
距

離
は
高
い
と
い
う
遠
近
距
離
格
差
の

大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
格
差
を
少
し
で
も
小
さ
く
し
よ

う
と
い
う
の
が
、
今
回
の
ね
ら
い
で
、

昨
年
十
一
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
深

夜
割
引
制
度
の
新
設
、
夜
間
割
引
時

間
の
拡
大
に
続
く
も
の
で
す
。

ら出

引
き
の
安
い
料
金
で
通
話
で
き
る
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
休
日
に
は
、
下

宿
住
い
の
息
子
さ
ん
や
、
日
頃
音
信

の
少
な
い
親
せ
き
、
知
人
と
ゆ
っ
く

り
お
話
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
な
お
、
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
の
で
き
る

一
般
電
話
か
ら
の
百
番
通
話
に
つ
い

て
は
、
こ
の
日
曜
・
祝
日
割
引
き
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
細
に
つ
い
で
は
、
十
日
町
電
報

電
話
局
（
8
二
ー
二
六
〇
〇
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
「
遠
距
離
通
話
料
金
の
引

き
下
げ
」
は
、
五
百
キ
・
材
を
超
え

る
遠
距
離
区
間
で
、
約
十
五
％
か
ら

十
七
％
値
下
げ
す
る
も
の
で
、
例
え

ば
、
昼
間
三
分
問
電
話
を
す
れ
ば
、

札
幌
、
広
島
の
六
百
円
が
五
百
二
十

円
に
、
旭
川
、
福
岡
の
七
百
二
十
円

が
六
百
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
安
く
な
り

ま
す
。日

　
ま
た
、
　
「
日
曜
・
祝
日
割
引
」
は

六
十
キ
ロ
材
を
超
え
る
区
域
へ
の
通

話
な
ら
、
昼
間
で
も
夜
間
並
の
四
割

10

月
1
日
か
ら
労
働
保
険
関
係
の

届
出
書
類
が
変
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
幡

OCR繍が読み
とれる文字で
お書きください。
噺しい曹体に慣れてくたさい

し込みは、

みでしようか
申
済

参加

　お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

9マ

紳

クリ群

略ヲ

囲図回国因囲囲囲団回
　ピ　ロロ　　ロビロ

團聯圏鵬鵬聯1鞠1甜～∴く’』亭い　一（・25麺一4151
圏図四回回回回E］ロ日国一囲1！］國一囚□新潟労働基覇

　市民芸能祭秋の部の参加申し込みは

8月31日が締切りとなっています。

　参加を希望している団体で、まだ申

し込みをしていない団体は公民館本館

または各地区公民館に寧し込んでくだ

さ“。　1

　なお詳しい内容は、7月25日市報お

知らせ版ぐ7ぺ一ジ）に掲載してあり

ます。

問い合せ→十日町市公民館事業係へ

　　　　　　（87－5011番）

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
8
月
b
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
ス
キ
フ
ロ
ン
テ

ス
ノ
ー
タ

4

五
千
円

た
　
　
ち
　
　
板

中
　
古

五
千
円

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ポ

中
　
古

十
万
円

長
府
ふ
ろ
釜

〃

相
談
で

三
菱
ミ
シ
ン

（
足
ふ
み
台
）

〃

二
万
円

瞬
間
湯
沸
器

〃

〃

ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ

〃

七
千
円

家
庭
腹
筋
台

（
ミ
ズ
ノ
）

〃

三
千
円

シ
ル
バ
ー
編
機

〃

三
万
五
千
円

～
　
　
　
円

天
体
望
遠
鏡

（
百
倍
）

〃

一
万
円

シ
ル
バ
i
編
機

〃

一
万
円

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

ゴ
　
ム
　
編
　
機

〃

一
万
五
千
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

パ
　
ナ
グ
リ
ル

〃

五
千
円

す
　
べ
　
り
　
台

中
　
　
古

相
談
で

レ
ジ
　
ス
　
タ
ー

〃

二
万
円

ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス

〃

〃

　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
た
　
の

　
　
　
　
　
　
し
　
口

　
　
　
　
　
　
ま

の
に
り
ん
～

町
人
な
4
講

日
　
　
　
　
第
節
縄

十
　
　
　
　
本
沢
沖

　
　
　
　
　
　
　
　
山
宮
～

『
　
　
　
　
　
　
臼

★
日
本
の
最
南
端
ー
常
夏
の
島
、

沖
縄
・
貝
志
川
市
に
生
ま
れ
育
ち
、

今
年
の
六
月
か
ら
、
十
日
町
の
人
に

な
っ
た
の
は
、
市
内
山
本
第
四
の
宮

沢
節
子
さ
ん
で
す
。

★
夫
の
秀
人
さ
ん
（
会
社
員
）
と
は

六
年
前
に
、
東
京
の
会
社
に
同
時
に

入
社
。
ま
わ
り
の
人
た
ち
か
ら
、
似

合
い
の
カ
ッ
プ
ル
と
冷
か
さ
れ
る
う

ち
に
、
何
ん
と
な
く
一
緒
に
な
っ
た

と
か
。
結
婚
し
た
の
が
二
年
前
で
、

秀
人
さ
ん
が
長
男
と
い
う
こ
と
で
今

年
六
月
に
帰
郷
。

★
と
に
か
く
、
明
る
く
陽
気
な
人
で

夫
婦
ゲ
ン
カ
な
ど
も
お
二
人
の
場
合

は
万
才
調
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で

す
。
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
、

「
ゴ
ミ
が
少
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
、

と
い
う
印
象
で
し
だ
。
流
石
、
織
物

の
ま
ち
と
い
う
感
じ
で
、
特
に
、
先

日
見
た
“
手
描
き
”
を
私
も
一
度
や

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」

★
「
私
は
南
国
育
ち
で
も
寒
さ
に
は

不
思
議
と
強
い
方
で
“
雪
4
と
い
う

も
の
に
は
恐
怖
感
の
よ
う
な
も
の
は

別
に
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
雪
お
ろ
し

も
や
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
』
1

働
く
こ
と
が
好
き
で
、
二
日
と
ジ
ッ

と
し
て
い
ら
れ
な
い
そ
う
で
、
今
月

か
ら
市
内
の
洋
品
店
に
お
勤
め
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

★
現
在
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、

〃
方
言
4
。
秀
人
さ
ん
に
云
わ
せ
る
と

順
応
性
は
早
い
方
で
、
多
分
時
間
的

に
解
決
す
る
で
し
ょ
う
と
の
こ
と
。

　
故
郷
を
遠
く
離
れ
、
今
ま
た
新
し

い
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
十
日

町
の
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
（
沖
縄
方
言
、
・

か
わ
い
い
人
の
意
）
で
す
。

測
量
の
た
め
の

　
　
土
地
立
入
に
つ
い
て

　
日
本
電
信
電
話
公
社
新
潟
電
気
通

信
部
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
、
十
月

三
十
日
ま
で
、
＋
日
町
－
飛
渡
間
の

公
衆
電
気
通
信
設
備
設
置
の
た
め
、

市
内
中
条
新
田
地
先
か
ら
飛
渡
地
先

の
間
の
測
量
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
該
当
区
域
の
土
地
立
入
に
つ
い

て
．
こ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。



Qo
略
ミ

””1””“lll”””II””””11”IIIllllll”””””601”1””911昭和56年8月25日”1”III”“”lll”II”””ll””””””II”lll”II””ll”111”””IIII”1”””lll”””・a7お』が93∂『」辺」らだ翻『lll“””1”III”ll（6）

　　　．．諺むらρ…ふるさと動国
凹
脚
・
中
条
地
区
）

　
近
年
の
”
都
市
化
”
と
い
わ
れ

る
流
れ
の
中
で
、
昔
か
ら
の
慣

習
風
俗
が
失
な
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
も
お

盆
に
は
、
市
内
各
地
で
、
ふ
る

さ
と
の
踊
り
が
、
町
内
で
、
部

落
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
盆
踊
り
で
地
域
の
特
徴
的
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
（
妻
有
地

方
に
は
、
こ
の
ほ
が
．
法
界
節

甚
句
を
ど
、
あ
る
い
は
新
民
踊

も
各
地
で
踊
っ
て
い
ま
す
。
）

圃
固
（
＋
日
町
象
．
六
箪
川
仏
？
吉
田
地
区
）

（
水
沢
・
川
治
地
区
）

▲中条中町…円通寺　（中町青年団主催）

く大の坂〉

　北魚沼郡堀之内町でも古風な念仏踊と

して県の無形文化財になっている。この

中条地区に伝わるものは、施律も重厚で、

踊りも複雑といわれている。

　8月14日には、保存会の発足と大発表

会が行われ、地域挙げての保存・伝承の

動きが出ている。

▲馬場小…仮装大会も併せて
　（馬場青年団主催）

くカラス踊り〉

　“盆じゃもの、、などと呼ばれている北

信濃の盆踊りで、約60年位前（大正時代）

に津南・中里・水沢と北上した。

　即興的歌詞も中には多く入り、テンポ

が早く活発で、若者達に人気のある盆踊

ひ）ともいえる（百首余の歌詞がある。）

▲昭和町3・智泉寺
　（中央クラプ主催

〈三階節＞

　江戸時代…文政年間に、江戸・

京都・大阪で流行した”ヤッショ

節、、が海港として栄えた柏崎から

鯖石川沿に盛んになり、この地方

に広まったもの。各地で特色があ

り、十日町辺りでは、悠長・優雅

さが特色といわれている。

　
（
公
民
館
分
館
講
座
主
催
）

〈
吉
田
鐙
島
小
学
校

（
下
条
・
飛
渡
地
区
）

▲下条新保・広大寺　（下組青年団主催）

〈よいやさ〉

　頸城・魚沼・古志地方にかけて広範囲

に分布している。

　鈴木主水・白井権八・八百屋お七など

広く世に行われ広まった口説きをそのま

ま用いたもの。

　ロ説きの長い歌詞なので、それを暗踊

するのが大変だといわれている。

金
あ
陰

　
　
通
算
老
齢
年
金
の
約
束
ご
と

　
長
い
人
生
に
は
、
山
も
あ
れ
ば
谷

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
一
生
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
い
う
人
も
あ
れ
ば
、
生
涯
自

営
業
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
。

　
老
後
が
人
生
の
最
終
時
期
で
あ
る

よ
う
に
、
年
金
制
度
に
も
ま
た
、
若

い
時
代
、
壮
年
時
代
の
帳
じ
り
が
持

ち
込
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
年
金
制
度
の
上
で
い
く
つ
か
の
制

度
を
渡
り
歩
い
て
来
た
人
は
、
時
に

は
、
個
々
の
制
度
に
お
い
て
年
金
受

給
期
間
を
満
た
さ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、
各
制
度
の
加
入

期
間
を
合
計
し
て
、
全
体
と
し
て
資

格
を
取
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
、

通
算
老
齢
年
金
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
は
、
国
民
年
金
が
創
設
さ
れ
た
昭

和
三
十
六
年
に
い
っ
し
ょ
に
発
足
し

ま
し
た
。

　
日
本
の
年
金
制
度
は
、
八
種
類
あ

り
ま
す
が
、
性
格
的
に
は
、
「
厚
生
」

「
国
民
」
　
「
共
済
」
の
三
つ
の
タ
イ

プ
に
整
理
さ
れ
ま
す
．
通
算
老
齢
年

金
も
、
①
厚
生
と
国
年
②
厚
生
と
共

済
③
共
済
と
国
年
の
三
つ
の
組
み
合

わ
せ
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
単
独
で
年

金
が
出
る
加
入
期
間
は
「
厚
生
」
「
共

済
」
が
各
二
十
年
で
「
国
年
」
が
二

十
五
年
で
す
か
ら
、
国
年
と
厚
生

（
あ
る
い
は
共
済
）
で
は
、
加
入
期

間
が
合
計
二
十
五
年
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
厚
生
と
共
済
で
は
加
入
期

間
が
合
計
二
十
年
必
要
で
す
。
こ
う

し
て
、
加
入
期
間
に
つ
い
て
受
給
資

格
が
で
き
れ
ば
、
年
金
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
か
ら
、
そ
の
期
間
に
入
っ

て
い
た
期
間
に
応
じ
て
出
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
最
低
限
「
あ
と
二
年
」

　
　
国
民
年
金
に
加
入
を

〈
問
〉
　
私
は
ひ
と
り
も
の
の
女
性

で
す
。
共
済
年
金
に
八
年
、
国
民
年

金
に
九
年
、
そ
れ
か
ら
厚
生
年
金
に

六
年
加
入
し
ま
し
た
。
今
は
退
職
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
将
来
、

通
算
老
齢
年
金
は
出
る
の
で
す
か
。

年
齢
は
四
十
一
歳
で
す
。

〈
答
〉

　
三
つ
の
年
金
全
部
合
計
し
て
も
二

十
三
年
で
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
る

に
必
要
な
加
入
期
間
「
二
十
五
年
」

に
あ
と
二
年
不
足
で
す
。
厚
生
と
共

済
の
二
つ
の
合
計
で
も
十
四
年
で
、

や
は
り
必
要
な
「
二
十
年
」
に
達
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
将

来
無
年
金
者
に
な
り
ま
す
。
い
ま
す

ぐ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

最
低
二
十
五
年
以
上
の
加
入
資
格
期

間
を
得
れ
ば
、
将
来
、
六
十
歳
か
ら

「
厚
生
」
　
「
共
済
」
の
通
算
老
齢
年

金
が
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
に
応
じ

て
出
ま
す
し
、
六
十
五
歳
か
ら
「
国

年
」
の
通
算
老
齢
年
金
が
加
入
期
間

分
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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1
電
報
電
話
局
か
ら
お
知
ら
せ
ー

電
話
料
の
引
き
下
げ
．
割
引

　
電
報
電
話
局
で
は
、
五
百
キ
・
㌶

を
越
え
る
遠
距
離
通
話
料
を
引
き
下

げ
（
八
月
五
日
か
ら
）
、
日
曜
、
祝

日
の
昼
間
の
通
話
料
を
夜
問
料
金
な

み
に
割
引
く
日
曜
祝
日
割
引
制
度
を

新
し
く
実
施
し
ま
し
た
。
（
八
月
九
日

か
ら
）

　
わ
が
国
の
電
話
料
金
は
諸
外
国
に

比
較
す
る
と
近
距
離
は
安
く
、
遠
距

離
は
高
い
と
い
う
遠
近
距
離
格
差
の

大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
格
差
を
少
し
で
も
小
さ
く
し
よ

う
と
い
う
の
が
、
今
回
の
ね
ら
い
で
、

昨
年
十
一
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
深

夜
割
引
制
度
の
新
設
、
夜
間
割
引
時

間
の
拡
大
に
続
く
も
の
で
す
。

ら出

引
き
の
安
い
料
金
で
通
話
で
き
る
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
休
日
に
は
、
下

宿
住
い
の
息
子
さ
ん
や
、
日
頃
音
信

の
少
な
い
親
せ
き
、
知
人
と
ゆ
っ
く

り
お
話
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
な
お
、
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
の
で
き
る

一
般
電
話
か
ら
の
百
番
通
話
に
つ
い

て
は
、
こ
の
日
曜
・
祝
日
割
引
き
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
細
に
つ
い
で
は
、
十
日
町
電
報

電
話
局
（
8
二
ー
二
六
〇
〇
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
「
遠
距
離
通
話
料
金
の
引

き
下
げ
」
は
、
五
百
キ
・
材
を
超
え

る
遠
距
離
区
間
で
、
約
十
五
％
か
ら

十
七
％
値
下
げ
す
る
も
の
で
、
例
え

ば
、
昼
間
三
分
問
電
話
を
す
れ
ば
、

札
幌
、
広
島
の
六
百
円
が
五
百
二
十

円
に
、
旭
川
、
福
岡
の
七
百
二
十
円

が
六
百
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
安
く
な
り

ま
す
。日

　
ま
た
、
　
「
日
曜
・
祝
日
割
引
」
は

六
十
キ
ロ
材
を
超
え
る
区
域
へ
の
通

話
な
ら
、
昼
間
で
も
夜
間
並
の
四
割

10

月
1
日
か
ら
労
働
保
険
関
係
の

届
出
書
類
が
変
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
幡

OCR繍が読み
とれる文字で
お書きください。
噺しい曹体に慣れてくたさい

し込みは、

みでしようか
申
済

参加

　お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

9マ

紳

クリ群

略ヲ

囲図回国因囲囲囲団回
　ピ　ロロ　　ロビロ

團聯圏鵬鵬聯1鞠1甜～∴く’』亭い　一（・25麺一4151
圏図四回回回回E］ロ日国一囲1！］國一囚□新潟労働基覇

　市民芸能祭秋の部の参加申し込みは

8月31日が締切りとなっています。

　参加を希望している団体で、まだ申

し込みをしていない団体は公民館本館

または各地区公民館に寧し込んでくだ

さ“。　1

　なお詳しい内容は、7月25日市報お

知らせ版ぐ7ぺ一ジ）に掲載してあり

ます。

問い合せ→十日町市公民館事業係へ

　　　　　　（87－5011番）

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
8
月
b
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
ス
キ
フ
ロ
ン
テ

ス
ノ
ー
タ

4

五
千
円

た
　
　
ち
　
　
板

中
　
古

五
千
円

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ポ

中
　
古

十
万
円

長
府
ふ
ろ
釜

〃

相
談
で

三
菱
ミ
シ
ン

（
足
ふ
み
台
）

〃

二
万
円

瞬
間
湯
沸
器

〃

〃

ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ

〃

七
千
円

家
庭
腹
筋
台

（
ミ
ズ
ノ
）

〃

三
千
円

シ
ル
バ
ー
編
機

〃

三
万
五
千
円

～
　
　
　
円

天
体
望
遠
鏡

（
百
倍
）

〃

一
万
円

シ
ル
バ
i
編
機

〃

一
万
円

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

ゴ
　
ム
　
編
　
機

〃

一
万
五
千
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

パ
　
ナ
グ
リ
ル

〃

五
千
円

す
　
べ
　
り
　
台

中
　
　
古

相
談
で

レ
ジ
　
ス
　
タ
ー

〃

二
万
円

ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス

〃

〃

　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
た
　
の

　
　
　
　
　
　
し
　
口

　
　
　
　
　
　
ま

の
に
り
ん
～

町
人
な
4
講

日
　
　
　
　
第
節
縄

十
　
　
　
　
本
沢
沖

　
　
　
　
　
　
　
　
山
宮
～

『
　
　
　
　
　
　
臼

★
日
本
の
最
南
端
ー
常
夏
の
島
、

沖
縄
・
貝
志
川
市
に
生
ま
れ
育
ち
、

今
年
の
六
月
か
ら
、
十
日
町
の
人
に

な
っ
た
の
は
、
市
内
山
本
第
四
の
宮

沢
節
子
さ
ん
で
す
。

★
夫
の
秀
人
さ
ん
（
会
社
員
）
と
は

六
年
前
に
、
東
京
の
会
社
に
同
時
に

入
社
。
ま
わ
り
の
人
た
ち
か
ら
、
似

合
い
の
カ
ッ
プ
ル
と
冷
か
さ
れ
る
う

ち
に
、
何
ん
と
な
く
一
緒
に
な
っ
た

と
か
。
結
婚
し
た
の
が
二
年
前
で
、

秀
人
さ
ん
が
長
男
と
い
う
こ
と
で
今

年
六
月
に
帰
郷
。

★
と
に
か
く
、
明
る
く
陽
気
な
人
で

夫
婦
ゲ
ン
カ
な
ど
も
お
二
人
の
場
合

は
万
才
調
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で

す
。
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
、

「
ゴ
ミ
が
少
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
、

と
い
う
印
象
で
し
だ
。
流
石
、
織
物

の
ま
ち
と
い
う
感
じ
で
、
特
に
、
先

日
見
た
“
手
描
き
”
を
私
も
一
度
や

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
」

★
「
私
は
南
国
育
ち
で
も
寒
さ
に
は

不
思
議
と
強
い
方
で
“
雪
4
と
い
う

も
の
に
は
恐
怖
感
の
よ
う
な
も
の
は

別
に
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
雪
お
ろ
し

も
や
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
』
1

働
く
こ
と
が
好
き
で
、
二
日
と
ジ
ッ

と
し
て
い
ら
れ
な
い
そ
う
で
、
今
月

か
ら
市
内
の
洋
品
店
に
お
勤
め
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

★
現
在
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、

〃
方
言
4
。
秀
人
さ
ん
に
云
わ
せ
る
と

順
応
性
は
早
い
方
で
、
多
分
時
間
的

に
解
決
す
る
で
し
ょ
う
と
の
こ
と
。

　
故
郷
を
遠
く
離
れ
、
今
ま
た
新
し

い
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
十
日

町
の
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
（
沖
縄
方
言
、
・

か
わ
い
い
人
の
意
）
で
す
。

測
量
の
た
め
の

　
　
土
地
立
入
に
つ
い
て

　
日
本
電
信
電
話
公
社
新
潟
電
気
通

信
部
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
、
十
月

三
十
日
ま
で
、
＋
日
町
－
飛
渡
間
の

公
衆
電
気
通
信
設
備
設
置
の
た
め
、

市
内
中
条
新
田
地
先
か
ら
飛
渡
地
先

の
間
の
測
量
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
該
当
区
域
の
土
地
立
入
に
つ
い

て
．
こ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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お
と
し
よ
り
の
健
康
を
守
る
た
め

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
費
用
は

市
で
負
担
し
ま
す
か
ら
無
料
で
す
。

　
現
在
受
診
中
の
人
を
除
き
全
員
が

健
康
診
査
を
受
け
て
健
康
で
長
生
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
．

対
象
者
大
正
六
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
。

実
施
時
期
　
九
月
（
予
定
）

　
詳
細
は
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ

て
配
布
す
る
受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
住
民
検
診
日
程

　
　
　
　
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

中
条
公
　
民
館

太
子
堂
、
塚
田
、
中
条
八
幡
、

上
原

8
月
31
日
側

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館
上
町
、
旭
ケ
丘
、
中
町

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
3
0
分

中
条
公
民
館
背
戸
、
下
町
、
中
条
旭
町

9
月
1
日
㈹

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
、
館
中
条
島
、
峠
、
梅
沢
、
中
条
新

田
、
北
原

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
3
0
分

山
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

稲
葉
、
小
泉
一
・
三

9
月
2
日
困

午
後
1
時

～
午
後
3
時

山
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

吉
田
山
谷
、
小
泉
二

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
3
0
分

吉
田

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

北
鐙
坂
一
・
二
・
三

9
月
3
日
㈲

午
後
1
時

～
午
後
3
時

吉
田

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

樽
沢
・
南
鐙
坂

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
11
時
30
分

高
島
集
会
場
高
島
園

9
月
4
日
樹

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時

津
池
冬
季
分
校
津
　
　
池

　
　
　
　
　
　
旧
谷
内
丑
警
察
職
員

告
　
　
　
　
　
住
宅
敷
地
及
び
建
物
を

公
　
　
　
　
　
左
記
の
と
お
ヴ
公
売
し

　
　
　
　
　
ま
す
。
買
受
け
希
望
者

売
　
　
　
　
　
は
現
場
熟
覧
の
う
え
入

公
　
　
　
　
　
札
し
て
く
だ
さ
い
。

産
　
　
　
　
　
　
公
売
物
件

財
　
　
　
　
　
　
建
　
物

　
　
　
　
　
日
所
在
地
…
十
日
町
市

有
　
　
　
　
　
大
字
川
治
字
谷
内
丑
一
、

市
　
　
　
　
　
三
九
六
番
地
二

口
家
屋
番
号
…
川
治
一
八
七
番
地

㊧
種
類
…
居
宅
、
旧
谷
内
丑
警
察
職

員
住
宅

四
構
造
…
木
造
セ
メ
ン
ト
瓦
葺
平
屋

建
（
一
棟
二
戸
建
）

国
床
面
積
…
一
階
八
十
八
・
四
二
㎡

　
土
　
地

H
地
番
…
十
日
町
市
川
治
字
谷
内
丑

一
三
九
六
番
二

口
地
目
…
宅
地

日
面
積
…
台
帳
三
百
三
二
五
2
m

　
　
　
　
実
測
三
百
二
・
四
三
㎡

入
札
日
時
　
九
月
二
十
二
日
午
後
三

時入
札
会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

入
札
資
格
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人

現
場
説
明
　
九
月
二
十
二
田
午
後
一

時
三
十
分
、
現
地
集
合

入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の
百
分

の
五
以
上
。
入
札
保
証
金
は
入
札
終

了
後
に
還
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
落

札
者
の
入
札
保
証
金
は
契
約
保
証
金

に
充
当
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
財
政
課
管
財
係

（
雪
七
－
三
二
一
番
内
線
二
三
九
）

へ
。

民
生
委
員
交
代

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
八
月
一
日
付
で
つ
ぎ
の
地
区
の
民

生
委
員
（
児
童
委
員
）
が
交
代
に
な

り
ま
し
た
。

ニ
ツ
屋
・
船
坂
地
区
　
徳
永
重
光
さ

ん
か
ら
俵
山
正
之
さ
ん
に

桑
原
・
為
永
・
野
田
・
山
根
・
下
条

中
央
通
り
・
下
条
本
町
・
蟹
沢

村
山
栄
一
さ
ん
か
ら
池
田
利
一
さ
ん

に
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
九
日
㈹
　
午
後
一
時
～
四

時
半
ま
で
、
新
座
第
四
、
四
日
町
第

一
、
中
条
八
幡
、
塚
田
の
各
一
部
、

五
軒
新
田
　
▼
九
月
十
七
日
困
　
午

前
九
時
～
正
午
ま
で
　
内
後
、
妻
有

町
東
一
、
河
内
町
、
寿
町
一
、
美
雪

町
一
、
二
、
川
治
下
町
第
二
の
各
一

部
、
妻
有
町
西
一
丁
目
、
妻
有
町
西

二
丁
目

9
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な

　
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

は
に

た
い

か
れ

の
き

児
を

月
歯

力
ら
　
　
0

6
か
い

歳
す
さ

3
ま
だ

●
　
り
く

児
あ
て

月
が
来

力
診
て

6
検
い

歳
科
が

1
歯
み

●お
願
い

3
歳
児
検
診

9
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
3
月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

9
月
1
1
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

蕊
年
3
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

9
月
2
5
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
1
時
半

56
年
5
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定

9
月
1
7
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
3
時

茄
年
n
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
V

　市指定金融機関が
　　　交替になります

　市指定金融機関が、9月1日

から、北越銀行から第四銀行に

交替になり、市税などの公金の

収納、支払いの事務を取扱いま

す。

馨雛灘凝懸灘

…
6
日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

｝
1
3
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番

…
1
5
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

…
（
敬
老
の
日
）
8
5
の
2
0
0
3
番

…
2
0
日
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
通
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

…
2
3
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

…
（
秋
分
の
日
）
8
8
の
2
0
3
9
番

…
2
7
日
　
至
誠
堂
医
院
（
酉
浦
東
）

　
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番

献血車日程
根茂織物9月7日（月）

商工福祉会館前9月8日（火）

時間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

むし歯のないよい子
　　　　　（8月分）

住　所 氏　名 保護者

稲荷町4 稲田　学 寛

本町6～3 水落　敦 光　男

高田町3南黒坂　絹香 富　治

寿　町　1 村山久美子 貞　夫

川治下町1 長谷川天平 順　一

市　之　沢 小泉　昭人 己登司

上　　　原 橋本　勝彦 道　世

中　条　島 樋熊　匠 猛

上　新　田 大島　洋 猛

原 生越　創 等

下条栄町 山田　陽子 睦

北　鐙　坂 島田　信弘 ＿　　士

　口
稲荷町4 矢口　達也 昭　一

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
O

　
　
鈷

　
　
赫

9庖5
　　口71号口

編集／十日町市役所総務部総務課企画広報係（電話㈹7－3111番）発行／毎月25日

事
業
所
数
・
従
業
者
数
と
も

前
回
下
回
る

　
七
月
一
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い

に
実
施
さ
れ
た
事
業
所
統
計
調
査
の

結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
．

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
事
業
所
数
に
つ

い
て
は
、
四
千
百
三
十
事
業
所
と
な

り
、
前
回
に
比
較
し
三
百
二
十
八
事

業
所
（
七
・
四
蓄
）
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
前
回
に

比
較
し
三
百
九
十
二
事
業
所
（
二
五

・
五
暫
）
の
大
幅
減
少
と
な
っ
た
「
出

ば
た
」
事
業
所
を
含
む
製
造
業
部

門
の
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り

建
設
業
の
二
十
二
事
業
所
（
五
・
七

簿
）
、
卸
小
売
業
の
七
十
八
事
業
所

（
七
・
四
督
）
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
十

四
事
業
所
（
三
・
一
幹
）
の
増
加
も

吸
収
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
者
数
で
は
、
二
万
三
百
八
十

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

移動
一広寅と叢誓る去71

10月1日下条地区公民館

～
事
業
所
統
計
調
査
～

　
　
　
△

　
今
年
最
後
の
移
動
市
民
と
語
る
日
は
、

条
地
区
公
民
館
で
す
。

絡
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
ー
＝
二

一
番
内
線
二
三
六
）

市
民
と
語
る
日
は
市
役
所
で
す
ー

六
人
と
な
り
前
回
に
比
較
し
五
百
五

十
六
人
（
二
・
七
暫
V
減
で
あ
り
、

こ
の
要
因
と
し
て
は
事
業
所
数
同
様

人
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
繊
維
関
係

を
含
む
製
造
業
で
千
四
百
四
十
六
人

　
（
十
五
・
四
智
）
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大

幅
な
人
員
減
少
と
な
っ
た
製
造
業
の

中
に
お
い
て
も
電
気
機
械
器
具
製
造

業
な
ど
一
部
の
分
野
で
は
人
員
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

建
設
業
四
百
七
十
二
人
（
十
四
・
五

暫
）
、
卸
小
売
業
二
百
七
十
八
人

（
六
・
○
暫
）
、
運
輸
通
信
業
二
百
二

十
七
人
（
七
四
・
二
簿
）
な
ど
の
部

門
で
安
定
し
た
人
員
増
が
み
と
め
ら

れ
る
反
面
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
分
野
で

は
、
あ
る
程
度
の
増
加
が
あ
る
も
の

ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
と
ご
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
へ
1
十
一
月
一
日
の

｛、＿
、♪、

　　　、

鳶
ノ

z賦

＼
」
脳

｛　、

N　　，

，　／＼

午後3時～7時
の
、
従
業
者
数
で
は
逆
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
総
じ
て
み
る
と
事
業
所
数
、
従
業

者
数
と
も
漸
減
基
調
に
変
り
は
な
い

も
の
の
、
事
業
所
数
の
減
少
度
に
比

較
し
、
従
業
者
の
そ
れ
は
鈍
化
し
て

お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
製
造

業
部
門
の
事
業
所
数
、
従
業
者
数
の

大
幅
な
減
少
を
、
第
二
次
産
業
で
は

建
設
業
、
鉱
業
部
門
、
第
三
次
産
業

で
は
卸
小
売
業
、
運
輸
通
信
業
部
門

の
増
加
で
補
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
．

お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　
1
下
水
道
ー

工
事
業
者
の
登
録
申
請

　
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事
業
者
の

登
録
申
請
期
間
は
九
月
三
十
日
ま
で

で
す
。
登
録
申
請
が
済
ん
で
い
な
い

か
た
は
、
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
業
者
の
指
定
書
の
交

付
及
び
打
合
わ
せ
会
を
十
月
下
旬
頃

実
施
す
る
予
定
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の
納
付

　
受
益
者
負
担
金
第
二
期
分
の
納
付

期
限
は
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
納

付
の
済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
期
限

内
の
納
付
に
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

　
水
洗
便
所
改
造
資
金
ア
ン
ケ

　
ー
ト
調
査

　
五
十
八
年
度
一
部
供
用
開
始
に
伴

な
う
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
制
度

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。
近
日
中
に
回
収
に

　第15回市民スポーツ大会
　　　　10月10日（体育の日）

※庭球　◆信濃川運動公園（軟式）

　　　　市営テニスコート（硬式）

※卓球　◆市民体育館

※排球　◆中条中学校体育館

※陸上　Φ十日町高校グラウンド

　　第1回市内駅伝（午後1時半出発）

　　十高グラウシド→東小入口→円通寺前→

　　中条中学→村昭石油前→よし本食堂前→

　　→十高グラウンド

※野球　◆信濃川運動公園、青少年野外スポ

　ーツセンター
※龍球　◆十日町中体育館、東小体育館

※体操　◆十日町高校体育館

※羽球　◆市民体育館（10月11日実施）

※柔道、剣道、相撲　◆武道館

お
伺
い
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
記

入
も
れ
等
が
な
い
か
も
う
一
度
目
を

通
し
て
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

市
職
員
募
集

　
昭
和
五
十
七
年
度
採
用
の
市
職
員

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
　
職
種
と
募
集
人
員

o
中
級
機
械
（
男
子
若
干
名
）

　
上
水
道
、
下
水
道
の
部
門
で
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
技
術
の
業
務
に
従
事

o
中
級
土
木
（
男
子
若
干
名
）

　
建
設
、
下
水
道
、
農
林
な
ど
の
部

門
で
専
門
技
術
の
業
務
に
従
事

o
上
級
水
質
（
男
子
若
干
名
）

　
環
境
衛
生
、
下
水
道
な
ど
の
部
門

で
専
門
技
術
の
業
務
に
従
事

o
上
級
一
般
事
務
（
男
子
若
干
名
）

　
調
査
、
徴
税
、
折
衡
な
ど
勤
務
が

深
夜
に
及
ぶ
な
ど
男
子
に
ふ
さ
わ
し

い
職
種

　
　
受
験
資
格

o
中
級
機
械
・
土
木
…
…
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
、
短
大
“
・
、
高
等
専
門

学
校
及
び
専
門
学
校
の
機
械
系
、
土

木
系
課
程
の
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒

業
見
込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十

二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

o
上
級
水
質
…
…
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
の
化
学
科
な
ど
専
門
課
程
の

卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
含

む
）
で
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
．

○
上
級
一
般
事
務
…
…
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
の
卒
業
者
（
明
年
三
月

卒
業
見
込
者
含
む
）
で
、
昭
和
三
十

二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

　
　
試
験
期
日

　
　
第
一
次
試
験
…
十
一
月
七
日
出

第
二
次
試
験
…
十
一
月
下
旬

　
　
受
付
期
間

　
十
月
十
四
日
か
ら
十
月
二
十
七
日

　
（
消
印
有
効
）

　
　
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
8

七
i
一
二
二
番
内
線
二
三
三
）
へ
。


